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１ はじめに   

 

令和２年度は、「第二次山口市総合計画前期基本計画」の３年目となる中間年度であり、同時

に「第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」のスタートの年度となります。 

また、こうした総合計画と地方創生の取組を更に深めていく年度となる中、現在、本市の人口

は、約１９万５千人と、現在の総合戦略における人口展望を数千人上回る水準で推移しています

が、今後、本市においても、来るべき本格的な人口減少時代を迎えることから、第二次山口市総

合計画期間の早い段階において、一定の社会基盤整備を整え、本市の未来を確かなものとする

ための挑戦を続けていきます。 

こうした挑戦、トライを進めるために、本市の令和２年度当初予算を、令和の時代にふさわしい

「オール山口の未来に向けたトライ」、「今の市民生活を豊かにするトライ」、「便利で豊かな創造

社会を目指すトライ」を基調とした「トライ 未来創造」予算と位置づけ、本市の未来を創造するた

めの投資を加速化するため、将来に備えて積み立ててきた特定目的基金の計画的な活用を図り、

令和の時代における次世代のまちづくりにつながる基盤整備や事業展開を可能とする、積極型

の予算として編成をしました。 

まず、「オール山口の未来に向けたトライ」として、本市の都市政策の柱である「広域県央中核

都市づくり」と「個性と安心の２１地域づくり」のプロジェクトを積極果敢に展開し、山口都市核と

小郡都市核、そして市内２１地域が、それぞれの特性と役割のもとで、ワンチームとなって、本市

全体の発展を目指す取組を進めます。 

同時に、「今の市民生活を豊かにするトライ」として、教育・子育て、産業振興、医療・介護、防

災、交通、環境などの第二次総合計画の各施策分野において、今現在の市民生活を豊かにし、

安全安心を確保するための取組を着実に進めます。 

また、チーム山口における、「便利で豊かな創造社会を目指すトライ」として、人工知能（ＡＩ）や

第５世代移動通信システム（5G）などの革新的技術を活用した便利で豊かな未来社会

「Society 5.0」を見据えた対応を、本市の未来を担う 「人材育成」と「社会基盤整備」を中心に

進めていきます。特に、交通網・情報通信網の利便性向上や、エネルギーの効率化を始めとした

都市の利便性や効率性の向上などのスマートシティの構築、人生１００年時代の到来を見据える

中で誰もがいくつになっても活躍できる地域社会の構築につながる取組を進めます。あわせて、

新本庁舎整備にあわせたスマート自治体の取組などを通じて、本市の豊かなコミュニティや多様

な協働のもとで、様々なプレイヤーの公共への関わりが複合的に重なり合い、人口減少時代の財

源縮小局面においても、増大し続ける地域課題や多様な市民のニーズに応え、最少のコストで

最大限のニーズに応えることができる、いわば「小さくて大きい、新しい公共」を目指した公共サ

ービスの最適化に取り組みます。 

さらに、国の「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」を踏まえた、令和元年度３月補正予算

と、令和２年度当初予算を一体的に執行する、いわゆる１３か月予算としています。 

以上のような、令和２年度における「トライ 未来創造」予算の基本的な考え方と方向性のもと

で、「住んで良かった これからも住み続けたい山口市」と心から思えるまちづくりにトライします。 

 

令和２年２月               

 山口市長 渡 辺 純 忠 
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「Ⅰ 基本的な考え方」のイメージ図 

 

第二次山口市総合計画 将来都市像

豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口 ～これが私のふるさとだ～

魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」

協働による「個性と安心の２１地域づくり」

将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」

産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」

「トライ 未来創造」

予算

生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」

安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」

心かよう「市民サービス向上」

令和の時代にふさわしい

「オール山口の未来に向けたトライ」

「今の市民生活を豊かにするトライ」

「便利で豊かな創造社会を目指すトライ」

チ
ー
ム
山
口

積極型の予算

８つの重点プロジェクト
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３ 令和２年度予算のまちづくりの概要   

 

 

重点プロジェクト１ 魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」 

 

（１） 山口都市核づくり～山口県ナンバーワンの広域観光・文化創造都市づくり～ 

・中心市街地（中心商店街）の活性化 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  新本庁舎の整備  計 337,460 千円

 新本庁舎整備事業【本庁舎整備推進室】  （174,652 千円）

 新たな本庁舎については、現在地及び中央駐車場において、建替整備を進めます。 

現在、基本設計を進めており、令和２年度は、実施設計に着手します。同時に、造成設計

と関連調査を行います。また、新庁舎整備に伴う ICT 導入調査等を実施します。供用開始

は令和６年度を予定しています。 

【今後の予定】 

  令和２年度～令和３年度…実施設計 

  令和３年度～令和６年度…建設工事（庁舎本体）   

  

 周辺道路の整備 生活道路改良事業【道路河川建設課】  （144,500 千円）

 新たな本庁舎の整備に伴う周辺道路工事として、中央二丁目湯田温泉四丁目線（本庁舎

と市民会館の間を通る市道）の改良工事を進めます。令和２年度は、測量設計と用地取得

を行います。 

  

 
中央駐車場（本庁舎駐車場）の建替整備  

駐車場建設事業【都市整備課】 ＜特別会計＞ 
（18,308 千円）

 新たな本庁舎の整備に伴い、中央駐車場の建替を進めます。令和２年度は基本設計と実

施設計を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□充E  山口・小郡都市核づくりマスタープランの改定 都市づくり推進事業【企画経営課】  10,000 千円

  山口・小郡都市核づくりマスタープランの改定を引き続き進めます。令和元年度に策定予

定の基本構想骨子を踏まえ、令和２年度は、各ゾーンの調査の実施や、ゾーン別計画の策

定等を行います。 

  

新規事業は○新 、拡充事業は□充 、令和元年度３月補正分は補正と表記しています。 

（このイメージはプロポーザルにおける提案であり、今後、基本設計で配置等を決定します） 
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□充E  

 

第３期山口市中心市街地活性化基本計画の策定 

中心市街地活性化計画推進事業【中心市街地活性化推進室】 

12,533 千円

 「第２期山口市中心市街地活性化基本計画」（平成２６年度～令和元年度）の取組に関す

る総合的な事後評価を実施します。同時に、引き続き中心市街地エリアの課題に対応する

ため、「第３期山口市中心市街地活性化基本計画」を策定します。策定にあたり、検討事業

の調査・効果予測を実施します。 

  

□充E  中心市街地住環境総合整備事業【都市整備課】  208,100 千円

 密集市街地における居住環境の整備等に向けた取組として、平成２８年３月に策定した「住

宅市街地整備計画書」に基づき、居住環境の改善と防災性向上、まちなか居住の促進、商

業と住居機能が共存する活力あるまちづくりに向けて、優先度が高く、地権者の合意が得ら

れたエリアについて、順次、整備を進めます。 

令和２年度は、道場門前一丁目（善福寺地蔵通り線）や、相物小路の道路拡幅整備などを

進めます。また、天神通りの交通量調査を実施します。 

  

 中心市街地活性化事業【ふるさと産業振興課】  12,650 千円

 中心商店街のにぎわい創出に向けた空き店舗への出店サポート、各種イベントや事業の

コーディネートを行うタウンマネージャー等を配置します。   

 人が集い賑わいのある商店街づくり支援事業【ふるさと産業振興課】  19,250 千円

 中心商店街の賑わい創出につながる各種イベント、空きビルなどのリノベーション促進に

向けたセミナー開催や改装支援、ポータルサイト等を通じた中心商店街の情報発信、ＩＣＴを

活用した回遊促進事業への支援などを行います。 

  

□充E  あきないのまち支援事業【ふるさと産業振興課】  14,500 千円

 中心商店街の空き店舗へ新規出店する事業者に対して、出店経費の一部を支援します。

出店者が若者（３５歳未満）の場合は、補助上限額を引き上げます。（例：飲食店出店の場

合、補助上限金額１５０万円が、若者の場合は１８０万円） 

令和２年度は、事務所への支援を拡充し、中心市街地の空き店舗等に、事務所を開設し

ようとする法人等に対し、改装支援（補助上限金額最大 10０万円・補助率１/２）、事務所賃

借料支援（補助上限金額６０万円/年・補助率 1/2）を行います。 

  

 
黄金町地区第一種市街地再開発事業：令和 2 年 4 月供用開始予定  
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・大内文化ゾーンの歴史空間の再生 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  大殿周辺地区整備事業【都市整備課】 256,000 千円

 大内文化ゾーン等において、歴史的なまちなみ景観の形成、活用に向けた都市再生整備

計画（平成２８年度～令和２年度、総事業費約９億円）に基づく整備を進めます。 

 令和２年度は、道路美装化整備工事（水の上町香山町線・桜畠一丁目下後河原線）、広場

整備工事（一の坂川多目的広場・八坂神社前広場）、照明施設工事（龍福寺周辺・亀山公

園）、情報案内板の設置などを行います。 

【参考】水の上町２号線は、道路整備計画道路改良事業（道路河川建設課）で整備。 

  

□充E  築山跡第１期整備事業【文化財保護課】 71,300 千円

 史跡大内氏遺跡「築山跡」の南東部（菜香亭跡地）で進めている市民の憩いの歴史広場

整備が令和２年度に完了を予定しています。また、その隣接地の駐車場とトイレの整備につ

いては、令和２年度に実施設計を行い、令和３年度の完成を予定しています。 

 

 

○新E  

 

山口ふるさと伝承総合センター「まなび館」の機能拡充 

ふるさと産品営業推進事業【ふるさと産業振興課】 

5,000 千円

 大内文化ゾーン等の回遊性と大内塗を始めとするふるさと産品の認知度と消費拡大を図

るため、山口ふるさと伝承総合センター「まなび館」（旧野村家住宅）を、地場産品の情報発

信や販売などが可能となるように、リニューアルします。 
令和２年度は、基本設計及び実施設計を行います。 

 

○新E  国宝「瑠璃光寺五重塔」の防火設備改修 指定文化財保存助成事業【文化財保護課】  995 千円

令和２年度から令和４年度にかけて実施される国宝「瑠璃光寺五重塔」の防火設備改修

に対し助成を行います。 
 

□充E  景観形成事業【都市計画課】 13,805 千円

 景観形成重点地区として、新たに大内文化地区、新山口駅周辺地区の指定に向けた検

討を進めます。令和２年度は、景観ガイドラインを作成します。また、景観づくりへの意識向

上や景観資源の発掘を目的に、山口市景観賞を実施します。 

  

 大内文化特定地域修景整備事業【文化交流課】 3,500 千円

 大内文化ゾーン等における歴史的なまちなみ景観の形成に向けて、地域の取組に対する

支援や、町屋の再生・活用を支援するモデル事業を実施します。 
  

 匠のまち創造支援事業【ふるさと産業振興課】 2,100 千円

 大内文化ゾーン等の歴史資源やまちなみ景観を生かした事業展開を通じて、地場産業の

振興と交流人口の創出を図ります。 

地域内への事業所の創業・出店を促進するため、体験工房を併設した事業所や地域の

交流人口の増加に資する事業所などに対して、設備の購入・設置・改修にかかる経費を支

援します。 

  

 十朋亭維新館管理運営業務【文化交流課】  30,312 千円

 萬代家から寄贈された土地・建物・関連資料を活用し、山口市の幕末・明治維新を学べる

場や、周辺のまちあるきの回遊スポットとして、大内文化ゾーン等の賑わい創出、市全体の

交流人口の増加等に向けた企画展等を実施します。 

  

 大内氏遺跡等ガイダンス事業【文化財保護課】 3,400 千円

 大内文化ゾーン等に集積する大内氏遺跡や幕末・明治維新関連史跡等についての案内・

情報発信機能として、大路ロビーを拠点に、ガイダンス事業を実施します。 
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※ ゾーニングは、山口・小郡都市核づくりマスタープランの改定案に基づくもの 

図：中心商店街ゾーン・亀山周辺ゾーン・大内文化ゾーン※ 
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・湯田温泉おもてなしの街づくり 

事 業 名 等 事 業 費 

□充 E  多世代交流・健康増進拠点施設整備事業【企画経営課】 64,763 千円

 平成２８年度に策定した「山口市生涯活躍のまち構想」での検討や、第二次山口市総合

計画における「市民温泉を含む多世代交流施設整備」の位置づけを受け、平成３０年度に、

「多世代交流・健康増進拠点施設整備基本構想」を策定しました。 

現在、基本計画の策定を進めており、市民温泉機能、多様な交流機能、憩い・ふれあいの

機能などを中心に、豊かな暮らしと、豊かな交流を生み出す拠点施設としての整備を検討し

ています。 

令和２年度は引き続き、基本計画の策定を進め、その後、基本設計を実施します。あわせ

て、地質調査、用地取得調査を実施します。供用開始は令和６年度を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 湯田温泉まちなか整備事業【都市整備課】 10,000 千円

 県内最大の宿泊拠点である湯田温泉エリアの公共空間を面的に整備します。 

令和２年度は、これまでの都市再生整備計画に基づく第２期事業（平成２７年度～令和元

年度）の事業評価を行うとともに、次期都市再生整備計画の策定を進めます。 

  

□充E  一本松朝倉線の整備 街路改築調査事業【都市整備課】 7,500 千円

 湯田温泉ゾーンの外周道路の機能強化につながる都市計画道路一本松朝倉線につい

て、交通量調査及び費用便益調査を実施します。 
  

□充 E  観光地ビジネス創出事業【観光交流課】  9,000 千円

 観光地づくりと地域づくりが一体となった「観光地域づくり」を進めるため、地域等が主体

的に観光地ビジネスの創出に取り組むことが可能となるよう、湯田温泉を起点とした回遊促

進の取組、新山口駅からの誘客促進事業、地域の特色を生かした地旅の受入体制整備など

を進めます。 

令和２年度は、地域特性や特別感を演出し得る歴史的な建造物や美術館などの文化施

設、公共スペース「ユニークベニュー」の活用について、調査研究を行います。 

  

□充 E  湯田温泉魅力創造事業【観光交流課】  4,500 千円

 県内最大の宿泊拠点としての湯田温泉の魅力を更に高めるため、湯田温泉旅館協同組合

等が主体となって取り組む観光キャンペーン、インバウンド受入環境の整備等に対する支援

や湯田温泉のまちあるきを促進する取組を実施します。 

  

○新 E  新たなモビリティサービス調査・実証事業【交通政策課】 25,621 千円

 産業交流拠点施設で開催される行事等の参加者について、湯田温泉を始めとする山口

都市核や市内全体への誘引につなげるため、交通流調査、運行情報のデータ収集・分析、

新山口駅と山口都市核を結ぶ相乗タクシーの実証、MaaS の構築などに向けた調査研究

を、県と連携して取り組みます（県事業負担金）。 

 

 湯田温泉回遊促進事業【ふるさと産業振興課】  5,600 千円

 湯田温泉が有する飲食・保養機能の広域的な拠点性を更に高め、回遊や賑わいを創出す

るため、湯田温泉ゾーン（約６０ha）の空き家・空き店舗等へ出店する際に、改装等に係る費

用の一部を支援します（補助上限金額５０万円・補助率 1/2）。ただし、昼間の営業を行う場合

は、補助上限金額は１５０万円とします。なお、特定の路線沿いに出店する場合は、補助上限

金額は１８０万円・補助率 2/3 とします。 

  

 

「多世代交流・健康増進拠点施設」配置イメージ図 
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・情報文化都市づくり（情報・文化ゾーン） 

事 業 名 等 事 業 費 

○新E  中園町周辺地区整備事業【都市整備課】  227,000 千円

 中園町を中心とした情報・文化ゾーンについては、山口情報芸術センターや中央図書館、

情報関連産業、デジタルコンテンツの教育機関などが立地しており、多様な人々を引きつけ

る交流空間としての情報文化都市づくりを進めています。また、このゾーンの一部は、医療

や教育分野等の機能誘導を図るゾーンとしています。 

都市再生整備計画（計画期間：令和２年度～令和７年度）に基づき、済生会山口総合病

院周辺については、病院へのアクセス性の向上や周辺道路等のバリアフリー化などの整

備、また、中央公園については、新山口駅北側の産業交流拠点施設や湯田温泉と連携し

て、コンベンションやイベントの誘致を図るユニークべニュー空間としての整備を進めます。 

令和２年度は、市道糸米羽坂１号線の改良工事に向けた実施設計や用地取得、中央公園

の測量設計や公園内の給排水設備整備工事を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山口情報芸術センター企画運営事業【文化交流課】 241,147 千円

 文化芸術を活用した創造的なまちづくりの推進や人材育成につなげるため、市民・アーテ

ィスト・関係団体等がＹＣＡＭの持つ技術やネットワークなどを通じてつながりあう事業の展

開、子ども達への教育普及活動を行います（事業詳細は、“重点プロジェクト５ 山口の個性

を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」”で記載）。 

  

○新E  山口ゆめ回廊博覧会プレ事業の実施 山口ゆめ回廊博覧会観光推進事業【観光交流課】 10,000 千円

 令和３年度に山口県央連携都市圏域７市町で開催する「山口ゆめ回廊博覧会」は、各市

町に主会場を置き、周遊を促進するオープンエリア型の博覧会です。本市では、YCAM と

周辺エリア（大殿・白石・湯田）を主会場とし、市域内の周遊を促すため小郡地域の他、市内

で各種イベントを展開する予定です。また、博覧会実行委員会主催で、ユニークベニューを

活用し、「アートと食」をテーマとする特別イベントを開催することとしています。その関連イ

ベントとして、令和３年９月１７日（金）～９月２６日（日）の１０日間、中央公園において、秋の

収穫に着目した「（仮称）みんな大好き！ＫＯＭＥＺＵＫＩ祭」（米好き祭、米月祭）の開催を予

定しています。 

令和２年度は、事業企画や関係者調整などの開催準備を行うとともに、中央公園におい

てプレイベントを実施します。 

中央公園で開催されるイベントのイメージ図 

「山口オクトーバーフェスト 2019」 
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 市民のサードプレイス※「中央図書館」 図書館管理運営業務【中央図書館】 171,757 千円の内数

 平成３１年３月にリニューアルした中央図書館の交流スペースや共同利用スペースを活

用して、ワークショップ、講座、ミニコンサートなどのイベントを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自宅(ファーストプレイス)や、職場・学校(セカンドプレイス)でもない、自分にとって心地の良い時間を過ごせる

第三の居場所（サードプレイス）という意味を持ちます。 

○新 E  

 

東京 2020 オリンピック聖火リレー・セレブレーションの開催 

東京オリンピック・パラリンピック推進事業【スポーツ交流課】 

10,380 千円

 本市では、東京２０２０オリンピック聖火リレーを、オリンピック組織委員会や山口県実行

委員会と連携し、令和２年５月１４日（木）に開催します。本市のリレールートは、香山公園を

スタート、中央公園をゴールとします。ゴールとなる中央公園において、セレブレーション（各

日の最終聖火ランナーの到着時に、聖火到着を祝うイベント）を実施します。 

  

 

 

 

 

 

東京 2020 オリンピック聖火リレールート 

「バイオリンとエレクトーンの音楽会」 「デコって ペロッて 学んで ジェラート」 
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（２）小郡都市核づくり～山口県ナンバーワンのビジネス拠点づくり～ 

事 業 名 等 事 業 費 

□充 E  産業交流拠点施設整備事業【新山口駅拠点施設整備推進室】 7,457,706 千円

 産業交流拠点施設については、新山口駅北地区重点エリアにおいて、新たな交流を生み出

す多目的ホール（２,０００席）、産業支援機能、会議室、スタジオ等を備えた公共施設と、事業者

の提案による民間施設との一体的な整備を進めています。令和３年４月に供用開始し、同年７

月に多目的ホールを含めた全面供用開始の予定です。 

これまでの整備の流れは、平成２８年度に施設の整備から維持管理・運営までを一体的に担

う事業者として森ビル都市企画グループを選定、平成２９年度に基本協定及び基本契約の締結

を経て、プロジェクトマネジメント業務契約及び基本設計業務契約を締結しました。また、平成 

３０年度に実施設計を行い、令和元年度に建設工事に着手しました。 

令和２年度は、引き続き建設工事を進めるとともに、令和３年４月の開館に向けた備品購入、

開館準備業務、事業周知のための広報・プレイベント、竣工式を実施します。あわせて、ネーミ

ングライツ等により愛称を決定します。 

また、県や島津製作所等との連携による市民を対象とした認知症や生活習慣病予防に向け

た地域コーホート事業、県との連携によるヘルスケア関連事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□充 E  産業交流スペース運営準備事業【ふるさと産業振興課】 12,590 千円

 令和３年度供用開始の産業交流拠点施設内に開設する産業交流機能（交流スペース、コワ

ーキング・インキュベートスペース）の運営準備を進めます。令和元年度中に、指定管理者候補

者の選定を行い、令和２年度に指定管理者を決定する予定です。 

令和２年度は、開館準備として、周知のためのパンフレット等の作成、ホームページ・SNS の

構築、プレイベント等を実施します。 

 
 

 

 補正 62,693 千円 

産業交流スペースの内装・電気設備工事、備品購入などの空間整備を進めます。 

 新山口駅ターミナルパーク整備事業【都市整備課】 338,000 千円

 平成２７年１０月の橋上駅舎・南北自由通路の供用開始、平成３０年３月の北口駅前広場の供

用開始に続き、現在、令和２年９月の完成に向けた南口駅前広場の整備を進めています。 

また、市道矢足新山口駅線の道路美装化・電線共同溝整備工事、既存自由通路舗装工事、

新山口駅施設誘導案内板整備工事などを行います。 

 

  

 

新山口駅（敷地東側）から見た山口市産業交流拠点施設の整備イメージ
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 新山口駅ターミナルパーク管理事業【都市整備課】 49,641 千円

 整備が完成した新山口駅ターミナルパーク施設の管理運営を行います。 
  

 観光交流センター管理運営業務【観光交流課】 17,486 千円

 新山口駅観光交流センターの管理運営を行い、市内・県内の観光情報、スポーツ・文化な

ど、様々な情報を発信します。 
  

 新山口駅北地区エリア内道路整備事業【都市整備課】 177,000 千円

 新山口駅北地区重点エリア内における幹線道路を整備します。令和２年度は、引き続き、市

道中領長谷線道路改良、電線共同溝整備工事を行います（令和２年度完成予定）。 
 

□充 E  新山口駅周辺地区整備事業【都市整備課】 287,000 千円

 新山口駅周辺地区の生活道路や広場整備、市街地再開発の支援等を行います。 

令和２年度は、駅周辺道路整備工事、唐樋広場整備工事を進めるとともに、新山口駅北地区

第一種市街地再開発事業の支援を行います。 

 

 小郡都市核へのオフィス誘致 立地等奨励金事業【産業立地推進課】 9,637 千円

 小郡都市核における支店・営業所等の開設に対して、事務所の賃借料や、新規雇用等に対

する補助金を交付することにより、県ナンバーワンのビジネス拠点にふさわしいオフィスの集積

を図ります。 

□充E  

 

山口・小郡都市核づくりマスタープランの改定  
都市づくり推進事業【企画経営課】 ＜再掲＞ 

10,000 千円

○新 E  新たなモビリティサービス調査・実証事業【交通政策課】＜再掲＞ 25,621 千円

□充 E  景観形成事業【都市計画課】 ＜再掲＞ 13,805 千円

 

 

 

 

 

整備箇所の配置図概要
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（３）広域ネットワーク機能の強化 

・幹線道路等の整備促進 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  幹線道路関連整備事業【道路河川建設課】 274,640 千円

 令和２年３月に、中国縦貫自動車道湯田 PA（パーキングエリア）において、湯田温泉スマ

ートインターチェンジが開通します。あわせて、湯田ＰＡの名称も、湯田温泉ＰＡとなります。 

令和２年度は、関連する市道改良工事、交差点改修工事の実施、スマートインターチェン

ジ整備に係る事後調査を行います。 

また、鋳銭司第二団地内の市道（鋳銭司第二団地１号線）整備を進めます。 

□充E  都市計画道路整備事業【都市整備課】 164,000 千円

 都市計画道路東山通り下矢原線の未整備区間の整備を進めます。令和２年度は、用地

買収、建物補償等を行います。 
  

 平井西岩屋線道路改築事業【道路河川建設課】 109,900 千円

 椹野川の左岸、市道平井西岩屋線において、山口浄化センター付近から秋穂渡瀬橋まで

の約４.３km の区間について、円滑な離合が可能となるような拡幅工事を進めます。令和２

年度は、測量設計、道路拡幅工事を進めます。 

  

 道路整備計画道路改良事業【道路河川建設課】 298,600 千円

 山口市道路整備計画に位置づけた路線を計画的に整備していきます。 
令和２年度は、宮島町問田線・田屋島岩富線・水の上町２号線（再掲）・東開作昭和西線・

由良前仙在線の整備を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

  

湯田温泉スマートインターチェンジ 
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（４）山口県央連携都市圏域や中枢中核都市の取組推進 

 
一部事業のみ掲載。「山口県央連携都市圏域ビジョン」に関連する事業一覧は、６2～６3 ページに掲載。 

事 業 名 等 事 業 費 

 連携中枢都市圏の取組 中核都市づくり推進事業【企画経営課】 544 千円

 山口市・宇部市・萩市・防府市・美祢市・山陽小野田市・島根県津和野町の７市町の長で構成

する「山口県央連携都市圏域推進協議会」（平成２８年１１月設置）を運営し、同協議会を通じ

て、関係７市町の協議や調整を図ります。また、広報誌や移動市長室を通じて、「広域県央中核

都市づくり」に関する情報提供を行います。 

  

 都市連携推進事業【企画経営課】 7,640 千円

 平成２９年３月に策定した「山口県央連携都市圏域ビジョン」の重点プロジェクトを、関係７市

町の連携のもと、推進します。また、経済団体の若手組織などが、圏域内での交流を促進する

取組を支援することを通じて、次世代の人材育成を図ります。 

  

□充E  県央連携都市圏域情報発信事業【広報広聴課】 10,000 千円

 「山口県央連携都市圏域」の各市町におけるイベント情報やまちづくり情報を、地域情報紙や

各市町の公式ウェブサイト等を通じて発信し、圏域内の情報共有や交流人口増加につなげま

す。また、新山口駅南北自由通路に９面設置されているデジタルサイネージ（電子看板）や、ＦＭ

ラジオ番組などを活用して、圏域情報の発信を行います。 

令和２年度は、圏域外への情報発信を強化するため、新たにテレビ情報番組を活用した情報

発信を行います。 

  

 

 

  

山口県央連携都市圏域を構成する市町 
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（５）Society5.0 時代を見据えたまちづくり 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  スマートシティの構築に向けた調査・検討 都市づくり推進事業【企画経営課】 10,000 千円

 「Society５．０」を見据えた対応を進めます。 

交通網・情報通信網の利便性向上や、エネルギーの効率化を始めとした都市の利便性や効

率性の向上などのスマートシティの構築に向けた検討調査を行います。 

令和２年度は、国のデジタル専門人材派遣制度の活用や、電気通信事業者を始めとした民

間企業との連携のもとで、本市におけるスマートシティの実証可能性を検討します。 

  

 次世代交通を見据えた取組 計 41,621 千円

○新 E  新たなモビリティサービス調査・実証事業【交通政策課】＜再掲＞ （25,621 千円）

□充E  

 

コミュニティタクシーにおける実証・検討 

コミュニティタクシー実証運行事業【交通政策課】  

（10,000 千円）

 人口減少時代における持続可能な移動手段の確保に向け、本市では、令和元年１１月

に、MONET Technologies（モネ・テクノロジーズ）株式会社と覚書を、令和２年１月

に、株式会社 REA（レア）及び山口第一株式会社と連携協定を締結しました。 

令和２年度は、ＡＩ、IｏT等の革新的技術を活用して市民の移動手段の高度化・効率化

を図るための調査研究や、コミュニティタクシー等のオンデマンドの可能性の検証など、

新たなモビリティサービスの導入に向けた取組を推進します。 

  

○新 E  シェアサイクル実証事業【交通政策課】   （6,000 千円）

 山口・小郡両都市核の都市機能誘導エリアにおいて、公共交通を補完するためにＪＲ

山口駅、ＪＲ新山口駅、湯田温泉街など１０か所程度のポートを設置し、スマートフォンやＩ

Ｃカードで利用可能なシェアサイクルの実証を行います。また、ＧＰＳ機能で利用実態や

課題抽出等の検証を行います。 

  

○新 E  スマートエネルギー推進事業【環境政策課】 2,400 千円

 ２０３０年の温室効果ガス排出量の削減目標の達成に向け、市清掃工場で発電した余剰

電力の効果的な活用方策についての調査研究、高効率機器の選定にかかる先進地視察、

市有施設の省エネ診断を実施します。 

  

 県農業試験場等の跡地利用の検討協議  都市づくり推進事業【企画経営課】 5,000 千円

 県農業試験場等の跡地利用について、本市全体、県全体の発展に寄与するかたちとなるよ

う、県との協議、関係者からの意見ヒアリング等に努めるとともに、必要な調査等を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大内小学校上空からみた農業試験場敷地 
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重点プロジェクト２ 協働による「個性と安心の２１地域づくり」  

 

・総合支所エリアの地域経済活性化 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  「ふるさとにぎわい計画（地域再生計画）」の推進  合計 149,482 千円

 各総合支所において、地域資源を活用し、地域経済活性化を図る「ふるさとにぎわい計画

（地域再生計画）」（平成３０年度策定）に基づき、プロジェクトを推進します。 

 

 

 小郡がつながる・つなげるプロジェクト【小郡総合支所地域振興課など】 （計 20,390 千円）

 小郡地域では、新山口駅を中心とした一帯を交流の核として、学生等の若者・企業・地域

住民や団体等が、多様な交流を図る取組を進めることで、小郡地域を始めとした市内にお

ける定住促進や雇用創出につなげます。また、令和３年度の山口ゆめ回廊博覧会の開催や

産業交流拠点施設の供用開始も見据え、圏域各市町の地域資源及び拠点施設のＰＲや情

報発信を充実させることで、本市全体や県央部の地域振興や交流人口拡大につなげます。 

令和２年度は、新山口駅の南北自由通路や北口駅前広場等における交流イベントの開

催、イベント開催に向けたワークショップの実施などの実行委員会の活動を引き続き支援し

ます（小郡総合支所地域振興課）。 

また、拠点施設の供用開始に向けたプレイベント（新山口駅北地区拠点施設整備推進室）

＜再掲＞、広域観光物産展・企画展等の開催（観光交流課）、南部地域の特産品フェア（定

住促進課）、南北自由通路やゼロスタジオを活用した圏域情報の発信（広報広聴課）＜再掲

＞などを行います。 

 

 

 あいお海洋資源活用プロジェクト【秋穂総合支所地域振興課など】 （計 7,462 千円）

 秋穂地域では、秋穂荘・道の駅「あいお」等を交流の核として、あいおえび（車えび）を始

めとした海洋資源を活用した海洋交流拠点づくりを進めています。 

令和元年度中に策定予定の地域資源の活用に関する基本構想に基づき、令和２年度は、

道の駅「あいお」の機能強化について、施設の整備場所や規模等、より詳細な調査を実施し

ます（秋穂総合支所地域振興課）。また、天然車えびの定着促進事業、魚食の普及活動（水

産港湾課）などを行います。 

 

 

 

 きらら・あじすプロジェクト【阿知須総合支所地域振興課など】 （計 40,530 千円）

 阿知須地域では、道の駅「きらら あじす」を交流の核として、地域の農水産物や特産品の

販売拡大を図り、また、多くのイベントやスポーツ大会が実施される山口きらら博記念公園

との近接性を生かした交流人口拡大の取組を進めます。 

令和２年度は、道の駅「きらら あじす」の機能強化を図るため、施設の増改築に係る基本

設計を実施します。また、駐車台数を約６０台増やす駐車場改良工事、ひまわりやコスモスな

どの植栽による来場者憩いの空間づくりを行います。また、令和２年１１月に、きらら浜の各

施設が連携し、きらら浜全体で「スポーツ・食・遊び」を体験できるイベントを開催します（阿

知須総合支所地域振興課）。あわせて、地域資源を活用した商品開発や情報発信（定住促

進課）や、農産物の地域内流通に係る実証事業等（農林政策課）に取り組みます。 

 

 

 

県漁協大海支店周辺会場で開催した「食」と「体験」のイベント
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 重源の里とくぢプロジェクト【徳地総合支所地域振興課・農林課など】 （計 36,608 千円）

 奈良東大寺再建の木材供給源であった徳地地域では、豊かな自然や再建事業を行った

俊乗房重源上人ゆかりの地域資源などを生かした交流人口拡大の取組を進め、特色ある

歴史や文化を効果的に情報発信し、徳地地域の魅力向上を図ります。 

令和２年度は、東大寺に関係の深い全国の１４市町が集い、記念イベント、交流会、体験

型見学会などを行う「東大寺サミット」を徳地地域で開催します。また、徳地地域全体の交流

の玄関となる特産品販売所「南大門」の機能強化として、店舗部分のリニューアル工事を行

います。さらに、国指定重要有形民俗文化財「岸見の石風呂」の茅葺屋根改修工事（文化財

保護課）を実施します。 

あわせて、椎茸生産の担い手育成に向けて、人工ほだ場の整備及び栽培技術研修を実

施します。また、徳地地域産の木材（滑松）の活用に向けた取組を行います。さらに、「やまの

いも」の高付加価値化に向けた地理的表示保護制度（GI 制度）については、平成３１年４月

に申請済みであり、登録可能となった後に、GI マーク表示費用の一部を補助します。 

 

 

 

 

 あとう農山村いきいきプロジェクト【阿東総合支所農林課など】 （計 44,492 千円）

 阿東地域では、道の駅「長門峡」を交流の核として、ＪＲ山口線と国道９号を交流の軸とし

た地域資源のネットワーク化を進めています。平成３０年度の道の駅「願成就温泉」のリニュ

ーアルオープン（観光交流課）、令和元年度の道の駅「長門峡」のリニューアルオープン（阿

東総合支所農林課）に続き、令和２年度は常徳寺庭園の保存整備（文化財保護課）が完了し

ます。 

令和２年度は、常徳寺庭園の開園記念式典等を実施します。また、あとう和牛の増頭対策

や野菜増産モデル事業(阿東総合支所農林課)、阿東地域のプロモーションビデオ制作（観

光交流課）、情報案内板の改修（阿東総合支所地域振興課）などを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道の駅「長門峡」リニューアルオープン記念式典 道の駅「長門峡」外観

重源上人ゆかりの「岸見の石風呂」は熱気浴をするサウナで、現在も定期的に石風呂を焚いています。 

参考：総合支所事業費 （千円）

総　合　支　所　 事業費

小 郡 総 合 支 所 147,305

秋 穂 総 合 支 所 116,657

阿 知 須 総 合 支 所 145,005

徳 地 総 合 支 所 345,294

阿 東 総 合 支 所 469,982

合 計 1,224,243
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・中山間地域・南部地域の地域資源魅力アップ 

事 業 名 等 事 業 費 

○新E  歴史文化資源保存活用推進事業【文化財保護課】 3,898 千円

 山口市に存在する歴史文化資源を適切に保存・活用するため、令和元年度に策定する

「山口市歴史文化基本構想」に基づく取組を進めます。 

令和２年度は、基本構想を踏まえ、アクションプランとなる文化財保存活用地域計画の作

成に取り組みます。また、歴史文化資源を生かした取組に携わる人材育成に向けた講習会

の開催、データベースの公開を行います。 

 

  

 無形民俗文化財の保存伝承 指定文化財保存助成事業【文化財保護課】  360 千円

 指定無形民俗文化財の保存伝承活動等に対する助成を行います。 

 国：地福のトイトイ（阿東） 

 県：小鯖代神楽舞（小鯖）、陶の腰輪踊（陶）、徳地人形浄瑠璃（徳地） 

 市：須川の山固め神事（佐山）、岩戸神楽（小郡）、十二の舞（秋穂）、 

中河内注連縄打ち（阿東）、生雲八幡宮奴道中（阿東）、土居神楽舞（阿東）、 

須賀社の厄神舞（阿東）、蹴出し踊り（阿東）  

  

 南部地域活力アップ推進プランの取組  

 やまぐち瀬戸内魅力創出事業【定住促進課】  4,750 千円

 瀬戸内の海や田園など市南部地域の自然環境等を生かし、「インバウンド」・「サイクリン

グ」・「アウトドア」の３つの視点から地域資源を磨き上げ、南部地域への来訪者を増加させ

る取組を進めます。令和２年度は、 

○インバウンド事業：「秋穂八十八ヶ所お大師まいり」をテーマに、地域住民と連携した 

外国人旅行者も意識したイベント実施 

○サイクリング事業：「ツール・ド・ヤマグチ湾 2020」の実施（R2.5.31（日）開催予定） 

○アウトドア事業：「筋肉ヴィレッジ」、「ノルディックウォーキングフォーラム」の開催など 

  

○新E  旧桂ケ谷貯水池堰堤へのアクセス向上指定文化財維持管理事業【文化財保護課】  2,300 千円

 平成２８年度に国の登録有形文化財（建造物）に登録された旧桂ケ谷貯水池堰堤（小郡）

について、秋吉台に続く自転車道沿いに位置する進入口から堰堤へのルートの簡易整備、

駐輪場整備、説明板の設置を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

□充E  名田島南蛮樋保存整備事業【文化財保護課】  105,605 千円

 整備基本計画に基づき、国指定史跡「周防灘干拓遺跡名田島新開作南蛮樋」の保存整

備を行います。令和元年度に引き続き、令和２年度は遊水池の浚渫を実施します。また、堤

防の実施設計と整備工事を行います。 

  

 鋳銭司・陶地区文化財総合調査事業【文化財保護課】 17,346 千円

 山口大学・山口学研究センター（平成２７年１２月設置）等と連携して、鋳銭司・陶地区の文

化財を総合調査し、地域づくりや交流につなげます。 

連携事業の最終年度となる令和２年度は、周防鋳銭司跡の発掘調査に加え、これまでの

発掘調査の報告書の作成、調査結果を情報共有するシンポジウムの開催などを行います。 

  

旧桂ケ谷貯水池堰堤：大正 12（1923）年に旧小郡町の上水道施設として建設された初期の水道堰堤 

[国指定文化財等データベース]
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□充E  鋳銭司郷土館管理運営業務【文化財保護課】 9,565 千円

 大村益次郎の遺品や関係資料の展示、国指定史跡「周防鋳銭司跡」からの出土遺物や貨

幣資料等の展示、郷土史講座を行います。 

令和２年度は、平成３０年度に国指定史跡「周防鋳銭司跡」から出土した「長年大宝」銭の

鋳型を作成し、鋳造体験イベントを開催します。 

  

 南部地域資源利活用事業【定住促進課】 ＜再掲＞ 2,500 千円

  南部地域の地域資源を活用した商品開発や交流人口の拡大等に取り組む個人や団体等

を支援します。 
  

 南部エリア魅力発信事業【定住促進課】  1,250 千円

  南部地域の情報を発信するコンテンツを増やし、更なる魅力の発信をします。令和２年度

は、来訪者や移住希望者等向けの南部地域プロモーションビデオの制作をします。 
  

 中山間地域づくり指針に基づく地域資源活用の取組 

○新 E  中山間地域滞在型交流促進事業【定住促進課】  2,000 千円

  中山間地域において、滞在型の都市・農村交流を促進し、関係人口の創出や地域活性化

につながる取組を進めます。 

令和２年度は、地域滞在型交流の担い手組織の設立支援、民間企業が企業研修として１

週間程度滞在するなどの地域課題解決型研修プログラムの開発、中山間地域に継続して人

を呼び込むための地域滞在型交流促進実証ツアーに取り組みます。 

  

□充E  中山間地域資源利活用事業【定住促進課】  5,000 千円

  中山間地域の地域資源を活用した商品開発や交流人口の拡大等に取り組む個人や団体

等を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□充E  嘉村礒多生家活用事業（仁保）【文化交流課】 4,346 千円

 嘉村礒多生家「帰郷庵」を活用し、嘉村礒多の顕彰事業や都市部との交流促進に向けた

取組を進めます。令和２年度は、嘉村礒多生家開館１０周年記念事業として、仁保地域の自

然や文化を体感できるプログラムの造成、ウォーキングイベント等を行います。 

  

□充E  特産品販売所「南大門」の施設改修工事（徳地） 

高齢者若者活性化センター管理運営事業【徳地総合支所農林課】 ＜再掲＞ 

30,000 千円

□充E  東大寺サミット開催事業（徳地）【徳地総合支所地域振興課】＜再掲＞ 3,000 千円

○新 E  野谷石風呂の道路案内表示整備（徳地）指定文化財維持管理事業【文化財保護課】 300 千円

 俊乗房重源上人ゆかりの国指定史跡「野谷石風呂」の道路案内表示を整備します。 
  

○新 E  岸見の石風呂の茅葺屋根等改修工事（徳地） 

指定文化財維持管理事業【文化財保護課】 ＜再掲＞ 

19,695 千円

 常徳寺庭園保存整備事業（阿東）【文化財保護課】 ＜再掲＞ 2,973 千円

 保存整備中の国指定名勝「常徳寺庭園」については、令和２年秋に供用開始予定です。

令和２年度は、パンフレット作成、開園式典を実施するほか、整備工事報告書を作成します。 
  

令和元年度：山田錦で新商品「あとうの甘酒」 甘酒用の麹づくり（礒金醸造工場） 
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・地域を支える拠点づくりとネットワーク形成 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  阿知須総合支所の整備（令和４年度供用開始予定） 計 539,809 千円

 老朽化が進んでいる阿知須総合支所の建替整備を行います。また、建替において、阿知

須地域交流センター、消防団車庫等を複合施設として一体整備します。現在の総合支所を

解体し、その跡地に複合施設を整備します。令和元年度は、実施設計、仮庁舎（プレハブ）の

設置、総合支所解体工事などを行いました。 

令和２年度は建設工事に着手し、令和４年度の供用開始を予定しています。 

 

 阿知須総合支所建設事業【管財課】 （192,002 千円）

 阿知須地域交流センター建設事業【協働推進課】 （322,600 千円）

 阿知須方面隊阿知須分団消防車庫整備 消防車庫整備事業【警防課】  （25,207 千円）

□充E  徳地総合支所の整備（令和４年度供用開始予定） 計 777,814 千円

 老朽化が進んでいる徳地総合支所の建替整備を行います。また、建替において、徳地地

域交流センター、消防団車庫、徳地保健センター等を複合施設として一体整備し、徳地文化

ホールについては複合施設との一体的な利用が可能となる改修工事を実施します。徳地文

化ホール北側の民有地を取得し、複合施設を整備します。 

令和元年度は、実施設計、用地取得などを行いました。令和２年度は、造成工事を進め、

建設工事に着手します。令和４年度の供用開始を予定しています。 

 

 徳地総合支所建設事業【管財課】 （252,216 千円）

 徳地地域交流センター建設事業【協働推進課】 （188,225 千円）

 徳地保健センター建設事業【健康増進課】  （51,782 千円）

 徳地第１方面隊出雲分団消防車庫整備 消防車庫整備事業【警防課】  （25,891 千円）

 徳地資源物ステーションの整備【資源循環推進課】  （24,400 千円）

 徳地文化ホール整備事業【社会教育課】 （235,300 千円）

□充E  阿東地域交流センター篠生分館建設事業【協働推進課】 25,300 千円

 老朽化した阿東地域交流センター篠生分館の建替整備を行います。令和２年度は実施設

計、測量委託などを実施します。令和４年度の供用開始を予定しています。 
 

□充E  地域交流センター機能強化事業【協働推進課】  500 千円

 湯田地域交流センターの増改築整備を行います。令和２年度は、基本計画を策定します。 
 

□充E  持続可能な公共交通の構築 計 469,927 千円

 
引き続き、持続可能な公共交通の構築を図ります。 

令和２年度は、運行情報などを表示するデジタルサイネージ（電子看板）の設置を進めま

す。また、交通系 IC カード利用システムの導入促進に向けて、交通事業者に対して導入費

用の経費の一部を補助します。 

また、交通結節点であり、県セミナーパークや県立山口南総合支援学校などの利用者の

利便性確保の必要性から、ＪＲ山陽本線の四辻駅（鋳銭司）における老朽化した駅前トイレを

改築整備します。 

  

 幹線バス確保維持事業【交通政策課】 （205,447 千円）

 コミュニティバス実証運行事業【交通政策課】 （62,340 千円）

□充E  コミュニティタクシー実証運行事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （10,000 千円）

 コミュニティタクシー運行促進事業【交通政策課】   （40,717 千円）
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 グループタクシー利用促進事業【交通政策課】   （6,000 千円）

 地域通学バス運行事業【交通政策課】   （11,201 千円）

 徳地生活バス運行事業【交通政策課】   （40,093 千円）

 阿東生活バス運行事業【阿東総合支所地域振興課】   （21,217 千円）

 交通結節点整備事業【交通政策課】   （34,141 千円）

○新 E  交通系 IC カード整備事業【交通政策課】   （7,150 千円）

○新 E  新たなモビリティサービス調査・実証事業【交通政策課】＜再掲＞ （25,621 千円）

○新 E  シェアサイクル実証事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （6,000 千円）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 簡易水道施設の更新整備など 計 329,500 千円

 簡易水道施設整備事業【上下水道総務課】 ＜企業会計＞ （189,500 千円）

 水道水の安定供給に向けて、徳佐簡易水道においては水源調査等を進めます。令和

２年度は、水源調査井戸工事、嘉年、徳佐簡易水道連絡管整備工事、徳佐第３浄水場流

入管整備工事等に取り組みます。また、嘉年簡易水道においては、浄水場の場内整備工

事を実施します。 

  

 簡易水道管路布設事業【上下水道総務課】 ＜企業会計＞ （140,000 千円）

 簡易水道の管路総延長は約２１１km ある中で、老朽化した管路について、計画的な更

新を進めます。 
  

 

  

シェアサイクル 設置イメージ 

徳地総合支所等の整備イメージ 

（令和２年５月 供用開始予定） 

現在、建設工事中の鋳銭司地域交流センターの整備イメージ 

23



 

・協働によるまちづくり 

事 業 名 等 事 業 費 

 地域の個性を活かす交付金事業など 

 地域づくり交付金【協働推進課】 201,435 千円

 地域振興、地域福祉、安心安全などの各分野において、市内２１の地域が主体的に使い

途を決定できる地域づくり交付金を交付します。 

また、「交流促進特別交付金」として、山口ゆめ回廊博覧会に向けた、各地域の歴史、文

化、自然、産業、生活、人材などの磨き上げや活用を図ります。 

  

 自治会等自治振興交付金【協働推進課】 117,522 千円

 自治会等の地域振興や情報発信等の自主的、持続的な活動を促進します。
  

 法定外公共物整備助成事業【道路河川管理課など】 72,759 千円

 法定外公共物等の整備について、技術的な支援とあわせた補助を実施します。 
  

 交流促進特別交付金を活用した取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        兜山古墳周辺整備         「地福のトイトイ」の保存・継承 

（秋穂二島地域）           に向けた取組（阿東地域） 

 

 社会資本整備協働事業【道路河川管理課】 26,600 千円

 公共性の高い道路や水路等について、受益者等の同意のもとで、直接工事発注を行いま

す。 
 

 地域福祉計画推進事業【地域福祉課】 2,449 千円

 山口市地域福祉計画に基づき、地域共生社会の実現に向けた地域力強化、複合的な課題

を解決できる包括的支援体制の構築を進めます。令和２年度は、モデル的な事業の実施や相

談支援体制構築に向けた検討を進めます。 

 

 社会教育活動推進事業【社会教育課】 50,411 千円

 ２１地域の全ての地域交流センターにおいて、活動推進委員会が行う社会教育・生涯学習

活動を支援することで、地域住民を主体とした社会教育を推進します。 
 

 地域ぐるみのスポーツ振興 スポーツ少年団活動助成事業【社会教育課】   1,745 千円

 スポーツに親しむ場であるスポーツ少年団活動の活性化を図るため、地域における指導人

材の活用や活動環境の充実を支援します。 
  

 地域防災活動促進事業【防災危機管理課など】 4,710 千円

 住民の防災意識の高揚と地域防災力の向上を図るため、総合支所・地域交流センターと地

域が連携した地域防災活動の促進に努めます。防災講座、自主防災組織の立ち上げ・活動支

援、防災訓練、２１地域における防災活動支援などを行います。 
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・すむ住む山口 ～オール山口で取り組む移住定住促進～ 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  外部人材活用事業【定住促進課】 86,000 千円

 地域に根ざした人材誘致の取組を進めます。 

都市部から若者が一定期間地域に居住し、地域ブランドや特産品開発などの地域づくりを

担いながら活動する「地域おこし協力隊」については、２０名の受入を目指して、受入体制づく

りを進めるとともに、任期終了後の起業を支援します。 

同時に、令和２年度は、新たに、三大都市圏の民間企業の社員を「地域おこし企業人」とし

て受け入れ、そのノウハウや知見、ネットワークを生かして、地域独自の魅力や価値向上につ

なげます。 

 

  

 やまぐち定住実現プロモーション事業【定住促進課】 5,000 千円

 移住・定住に関する情報（住まい、しごと、地域情報等）をワンストップ化し、山口の魅力発

信や、移住希望者の相談にきめ細やかに対応します。 

移住用ウェブサイトの更新やＳＮＳの活用、ガイドブック“すむ住む山口”の発行、大都市圏

における移住フェアや移住セミナーへの参加、お試し暮らしツアーなどを行います。また、山口

県央連携都市圏域の各市町と連携した移住促進フェアやセミナーを開催します。 

 

  

 ＵＪＩターン就労支援事業【定住促進課】  2,355 千円

 過疎地域や中山間地域における就業や事業承継について、商工業者とＵＪＩターン希望者

のマッチングやお試し就労に対する事業者への補助を行います。 

本市に移住して商工業での創業をした４５歳未満の者に対する家賃補助、仕事体験ツア

ー、県内外在住の大学生等を対象とした山口県央連携都市圏域内の企業訪問バスツアーを

行います。 

 

  

A 学生消防団員の定住促進 消防団管理運営業務・消防団員災害等活動事業【警防課】 計 1,970 千円

 

将来の地域防災の担い手となる人材育成に向けて、市内全大学・専門学校を対象とした、

学生消防団員の活動に取り組みます。また、本市の学生消防団員の認証を受けた学生や、本

市以外での学生消防団員制度の認証を受けた UJI ターン者が市内企業に就職した場合に、

就業奨励金（１０万円）を交付します。また、雇用した企業へ雇用奨励金（３０万円）を交付しま

す。 

 

□充E  空き家利活用事業【定住促進課】 8,275 千円

 人口減少が進む地域を中心に、空き家バンク制度の運用を行います。「直営型空き家バン

ク制度」を過疎地域（徳地地域・阿東地域）で運用し、地域との連携のもとでの「地域型空き家

バンク制度」を仁保地域・名田島地域・秋穂二島地域で運用します。 

令和２年度は、地域型空き家バンクの新規設置を支援します（１箇所想定）。 

また、空き家バンク制度における改修補助を拡充し、過疎地域以外の地域でも、子育て世

代の市外からの転入であれば、補助上限金額６０万円・補助率 2/３を支援します。 

 さらに、空き家バンク制度における家財道具等の処分にかかる経費の一部として、補助上限

金額１０万円・補助率 1/2 を助成します。 

この他、お試し暮らし住宅事業、定住コンシェルジュ及び定住サポーターの活動支援に引き

続き取り組みます。 

 

  

□充E  空き家活用コンペティション事業【定住促進課】 6,900 千円

 空き家を活用し、新たな交流の創出や、交流を生み出せる人材の発掘を行うために、「空き

家×交流」をテーマにしたアイデアコンペティションを開催します。 

令和２年度は、新たに、事業採択したアイデアを実現するための経費をふるさと納税型クラ

ウドファンディングで寄付を募り、その寄付額に応じて事業にかかる経費の一部を助成するこ

とで、従前よりも事業規模の拡大が可能になります（補助上限金額２００万円、補助率 2/3）。 

 

【参考：令和元年度受賞（１点）】 

電気も自給できる阿東つばめ農園・おひさま交流館（実施団体：阿東つばめ農園） 
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重点プロジェクト３ 将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」 

 

・先進の教育環境づくり 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  情報教育環境整備事業【学校教育課】 108,126 千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器の導入、情報教育支援員・支援補助員の配置など、これまで県内で先駆けて進め

てきた小・中学校のＩＣＴ教育の環境づくりを引き続き進めます。 

既に小学校に導入している指導者用デジタル教科書を令和２年度から中学校にも導入しま

す。また、ICT 機器の活用をサポートするため、情報教育支援員５名、情報教育支援補助員２

名を配置します。 
 

 

 補正 225,000 千円 

国の GIGA スクール構想に基づき、児童生徒１人につき１台の学習用端末を計画的に整

備していきます。本補正では、小学５・６年生及び中学１年生を対象とし、早期整備に向けた

取組を進めます。 

 

□充E  小・中学校及び幼稚園におけるエアコンの稼働 計 45,500 千円

 猛暑対策を含め、市立小・中学校及び幼稚園における教育環境の向上を図るために、児

童生徒が多くの時間を過ごす普通教室及び特別教室など１,３００室余りを対象とし、空調設

備の整備を進めています。 

 

 小・中学校施設空調設備整備ＰＦＩ事業【教育施設管理課】 （41,350 千円）

 幼稚園施設空調設備整備ＰＦＩ事業【保育幼稚園課】 （4,150 千円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□充E  外国語教育の充実 計 45,621 千円

 新学習指導要領のもと、令和２年度から、外国語活動について、小学３・４年生で年間３５

時間、外国語の教科として小学５・６年生で年間７０時間が必修化されます。 

本市では、令和元年度に、新学習指導要領への対応に向けた年間授業時数を確保して

います。また、小学校における外国語（英語）授業を担う教員の英語力・英語指導力の強化

に向け、専門家による研修や放送大学の受講、小中学生を対象とした外国語ワークショップ

の開催などを行います。 

 

  

 英語指導助手配置事業【学校教育課】 （44,691 千円）

 外国語教育研究事業【学校教育課】                                     （930 千円）

エアコンが設置された教室風景 エアコン室外機 
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 グローバル人材育成事業【社会教育課】 1,520 千円

 子どもたちが国際的な視野やコミュニケーション能力、論理的な思考力を身に付けること

のできる機会を提供します。 

令和２年度は、グローバルジュニアリーダー育成事業、地域や小学校正課クラブ等におけ

るプログラミング体験事業を行います。 

  

 子ども芸術体感事業【学校教育課】 6,330 千円

 学校の屋内運動場等を会場に演劇や音楽公演等を実施し、子どもたちの感性を育む取

組を進めます。また、学校とＹＣＡＭが連携し、小学校における校外学習として、ＹＣＡＭで

の体験学習や施設見学を実施します。また、学校との更なる連携を見据えた実践研究を行

います。 

  

□充E  学習支援事業【学校教育課】 142,942 千円

 児童生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな授業を行うため、特別支援教育事業補助教

員、確かな学力アシスト事業補助教員、日本語指導補助員、部活動指導員などを、各学校に

配置することにより、児童生徒の確かな学力向上を図ります。小学校と中学校の配置人数

の合計は１４７名となります。 

日本語指導を必要とする外国人の子どもへの授業補助のニーズの高まりに対応するた

め、令和２年度は日本語指導補助員を増員（２名→１３名）します。 

  

□充E  遠距離通学対策事業【教育総務課】  80,832 千円

 学校の統廃合やバス路線廃止で通学不便となった地域において、スクールバス等の運行

による通学支援や学期毎の定期券購入費補助を行っています。 

令和２年度からは新たに、通学距離が概ね３km 以上で路線バスを利用して通学する児

童を対象に、バス代を半額補助します。 

 

  

 地域の教育力を結集 計 31,723 千円

 引き続き、児童生徒がいきいきと学ぶ、地域とともにある学校づくりに向け、設置率１００%

のコミュニティ・スクールの運営経費や活動経費の支援、中学校区内における小中学校にお

ける連携の取組への支援などを行います。 

また、地域が有する人材や教育力による、地域ぐるみの子育てや生涯学習を推進します。

そのため、各地域における地域協育ネットコーディネーター（地域学校協働活動推進員）の配

置を進めるとともに、やまぐち路傍塾の活動推進を図ります。 

 

  

 コミュニティ・スクール推進事業【学校教育課】 （9,459 千円）

 地域ぐるみ子育て支援推進事業【社会教育課】 （22,264 千円）

 いじめ・不登校対策、指導体制の強化 

 子どもの笑顔づくり支援事業【学校教育課】 16,054 千円

 

いじめ・不登校への早期対応に引き続き取り組みます。スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラーを積極的に活用できる体制づくりに加え、いじめ初動対応サポータ

ーと専門相談員２名体制による学校との連携やカウンセリング体制を継続します。 

 

 教育支援センター管理運営業務【学校教育課】  13,252 千円

 

教育支援センター（あすなろ教室）では、不登校の児童生徒の一人ひとりの状況に応じ

た活動内容を計画し、学校への復帰と自立を支援するほか、学力向上に向けた支援を強

化します。 

 

□充E  教員の長時間勤務の改善  

 教員業務アシスタントの配置 学校管理運営費【教育総務課】 8,636 千円

 部活動指導員の配置 学習支援事業【学校教育課】 ＜再掲＞ 6,898 千円
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 地域連携アシスタントの配置 コミュニティ・スクール推進事業【学校教育課】＜再掲＞ 3,524 千円

    事務的な業務を補助するアシスタントを学校に配置し、教員の業務負担軽減を図りま

す。令和２年度は、湯田小・大歳小・平川小・鴻南中・大内中・平川中・小郡中に引き続き

配置します。（小学校２名・中学校１名の増員） 

 また、部活動指導員（１５名）や、地域連携担当教職員の業務を補助する地域連携アシ

スタント（５名）を配置し、教員の長時間勤務の改善、働き方改革を進めます。 

  

○新E  平川小学校のプール改修【教育施設管理課】 10,000 千円

 平川小学校プールの増改築工事として、低学年プールの新設と老朽化したプールの更新整

備を進めます。令和２年度は設計を行います。 
 

□充E  学校施設の長寿命化対策 計 927,018 千円

 小中学校施設について、予防保全型の長寿命化工事などを順次進めます。 

・校舎大規模改修 ＜工事＞湯田中、宮野中、＜設計＞大海小 

・プール改修     <FRP 化工事>大殿小 

<リフレッシュ工事＞上郷小、阿知須中、<設計>嘉川小 

・トイレの洋式化   ＜工事＞柚野木小、阿東東中、＜設計＞小郡中、宮野中 

・その他、放送設備の改修やインターホンの PHS 化などを実施します。 

  

 

  

 小学校施設長寿命化事業【教育施設管理課】 （250,068 千円）

 中学校施設長寿命化事業【教育施設管理課】 （676,950 千円）

□充E  災害時の避難場所ともなる屋内運動場の防災機能向上 計 88,500 千円

 災害時の避難場所となる屋内運動場の防災機能を高めます。小・中学校施設等の耐震化

の完了（平成２７年度）、小・中学校屋内運動場における吊り天井撤去の完了（平成３０年度）

に続き、非構造部材（例：バスケットゴール・照明器具など）の落下防止対策を進めます。 

・非構造部材改修<工事>串小 

・非構造部材改修<設計>上郷小・八坂小・大海小・名田島小・鋳銭司小・二島中 

【参考】補正 

・非構造部材改修<工事>白石小、湯田小、平川小、興進小、小郡南小 410,000 千円、 

川西中 106,000 千円 

  

 小学校施設安心安全推進事業【教育施設管理課】  （86,500 千円）

 中学校施設安心安全推進事業【教育施設管理課】 （2,000 千円）

□充E  日本一“本”を読むまちづくり 計 180,925 千円

 「いつでもどこでも 本のあるまち どんなときも 身近に役立ち 出会いを大切にする図書

館」を目指し、山口市立図書館の管理運営や図書館以外の場所でも本に出会うことができる

環境づくりを進めています。 

令和２年度は、徳地図書館のトイレ洋式化改修、カフェ等の民間事業者との連携による「ま

ちじゅう読書推進プロジェクト」に取り組みます。 

また、移動図書館車２台体制の運用を行う中で、１台を阿東図書館に配置し、北部地域を中

心に巡回する図書館として位置付け、中山間地域におけるきめ細やかなサービスを提供しま

す。 

さらに、学校等への定期的な配送・団体貸出、平成３０年度に増員した学校司書との連携に

加え、保育園への配送箇所の拡大（１０箇所→２０箇所）、学校図書館用の資料購入などの支

援サービスを充実します。 

また、図書館活用や利用層の拡大を図るため、講座開催、特別企画展示、図書館まつりな

どのイベントを行います。 

  

 図書館管理運営業務【中央図書館】＜再掲＞ （171,757 千円）

 移動図書館管理運営業務【中央図書館】 （1,195 千円）

 学校図書館支援サービス事業【中央図書館】 （6,381 千円）

 図書館活用推進事業【中央図書館】 （1,592 千円）
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・保育園 待機児童ゼロに向けた取組 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  保育園待機児童解消へ ２４８名の定員拡大 【保育幼稚園課】 5,281,043 千円

 保育園等の保育施設の待機児童の解消に向けて、定員を２４８名拡大します。 

〇令和２年度の定員拡大は以下のとおりです。 

・認可保育園 

「夢の星保育園大内園（大内）」（定員３０名増：６０名→９０名） 

「夢の星保育園穂積園（大歳）」（定員２０名増：７０名→９０名） 

「はあと保育園新山口（小郡）」（定員３０名増：１２０名→１５０名） 

「あさひ小郡保育園（小郡）」（新設：定員９０名） 

  ・認定こども園 

    「山口中央幼稚園（白石）」増改築（定員７８名：認定こども園移行） 

運営費の合計

□充E  保育園（認可保育施設）等のさらなる整備 【保育幼稚園課】 308,124 千円

 ０～２歳児を対象とした保育提供体制の充実を図るため、地域型保育事業の新設・増

設、認定こども園への移行による定員拡大を図ります。 

なお、社会福祉法人・学校法人に対する、保育所・認定こども園の整備借入金の償還元

金及び利息に係る補助についても、継続して実施します（児童福祉施設整備費償還金助

成事業）。 

〇令和２年度に予定している主な施設整備は、以下のとおりです。 

・地域型保育事業の新設（定員１９名）３園を予定 

・認定こども園：野田学園幼稚園の大規模改修 

整備費助成の合計

□充E  保育人材の確保・働き方改革【保育幼稚園課】 19,162 千円

 保育の受け皿づくりを引き続き進めていくために、保育士等人材の確保につながる本市独

自の処遇改善への支援を行います。本市独自の処遇改善支援は平成２７年度に開始し、国も

平成２９年度から処遇改善を実施しています。 

また、民間保育所を対象に労働環境や業務の改善にかかるアドバイザーを派遣します。 

さらに、保育人材の求人募集活動を強化し、年間を通じた求人募集や保育士養成校・調理専

門学校等との連携に取り組みます。 

関連事務事業の合計

○新E  南部地域４園の幼稚園合同保育の開始 幼稚園管理運営業務【保育幼稚園課】 12,578 千円

 南部地域の公立幼稚園（鋳銭司、名田島、二島、秋穂）については、園児数が少なくなってお

り、集団生活における育ち合いの観点などから、これまでも南部４園での交流保育に取り組ん

できました。令和２年度からは、４園での合同保育を実施すると同時に、保護者の方々や地域の

方々への十分な情報提供や意見交換等の上で、認定こども園化に向けた準備を進めていきま

す。令和２年度は、鋳銭司幼稚園で合同保育を行うため、給食提供、バスによる送迎等を実施

します。あわせて、認定こども園化に向けた設計を予定しています。 

 

○新E  保育業務 ICT 化推進事業【保育幼稚園課】 4,548 千円

 保育の質の向上を目的に、保育現場のデジタル化を推進します。令和２年度は、公立保育

園３園に、保護者等の連絡機能、登降園管理機能、写真投稿機能等を有する保育システムを

導入します。 

 

○新E  「キッズ・ゾーン※」設定の検討【保育幼稚園課】 - 

 保育所等の園児の散歩などの園外活動の安全を確保することを目的に、周辺の道路にお

ける自動車の運転手等に対する注意喚起を図るため、保育所等の周辺道路に「キッズ・ゾー

ン」を設定することを推進します。 

令和２年度は、「キッズ・ゾーン」導入と交通安全対策の実施に向けて、具体的な検討と関係

者協議を進めます。 

※小学校等の通学路が対象の「スクールゾーン」に準ずるもの。保育所等の周囲半径５００メートルを原則

として、対象の保育所等、道路管理者及び県警察と協議の上、キッズ・ゾーンを設定する。 
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・放課後児童クラブ 待機児童ゼロに向けた取組 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  放課後児童クラブの定員を２４０名拡大 放課後児童クラブ運営費【こども未来課】 680,855 千円

 放課後児童クラブの待機児童の解消に向けて、定員を２４０名拡大します。 

 

○令和２年度の定員拡大は以下のとおりです。 

※定員は前年度対比。 

・湯田小学校区（定員：１３５名→１８５名） 

「やまびこ第３学級」（定員５０名増） 

・仁保小学校区（定員：２０名→３０名） 

  「くすのき学級」（定員１０名増） 

・良城小学校区（定員：１１６名→１７６名） 

  「もみじ第３学級」（定員６０名増） 

・上郷小学校区（定員：１２０名→１８０名） 

「ひまわり第３学級」（定員６０名増） 

・小郡南小学校区（定員：１１０名→１７０名） 

    「しらさぎ第３学級」（定員６０名増） 

 

 また、支援員の確保・雇用の安定化に向け、放課後児童支援員のキャリアアップ処遇改

善の取組の継続や、インフルエンザ予防接種費用の一部補助、社会保険への加入支援を

実施します。 

□充E  令和２年度中の待機児童解消を目指す 放課後児童クラブ整備事業【こども未来課】 91,562 千円

 待機児童の解消に向けて、令和３年度の定員をさらに６５名拡大する予定です。 

施設整備を進めながら、支援員の確保も行い、令和２年度中の待機児童の解消を目指しま

す。 

 

○令和２年度の建設整備予定は以下のとおりです。 

・二島小学校区（定員：３０名→４５名） 

「たんぽぽ学級」増築（定員１５名増） 

・嘉川小学校区（定員：４０名→６０名） 

  「おおぞら学級」増築（定員２０名増） 

・佐山小学校区（定員：２０名→５０名） 

  「名称未定」移設（定員３０名増） 

 

  

 

 

 

  

白石地域の放課後児童クラブ 
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・結婚から妊娠・出産・子育てへの切れ目のない支援 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  子どもの医療費の自己負担分無料化を拡大～中学３年生（入院）まで拡大～ 計 861,630 千円

 子育て世帯に対する経済的な支援として、これまで、小学校就学前の乳幼児医療費や、小

学 6 年生までのこども医療費の自己負担分の無料化を、段階的に拡大してきました。また、父

母の市民税所得割が非課税世帯の中学１年生から中学３年生までの子どもについては、保険

診療による医療費に係る自己負担分を無料化しています。 

令和２年１０月から、新たに、中学１年生から中学３年生までの全ての子どもの入院費に係る

保険診療の自己負担分を無料化します。 

 

  

 乳幼児医療費助成事業【保険年金課】 （466,048 千円）

 こども医療費助成事業【保険年金課】 （395,582 千円）

□充E  産科の新規開設等への支援  産科医等確保支援事業【健康増進課】 7,666 千円

 市内において、分娩を取り扱う産科の新設や再開等をする診療所に対して、設備導入にか

かる費用、承継に伴う医師招へい等の費用の一部を補助します。（補助上限金額２,０００万

円、補助率 2/3）。令和２年度は、補助金制度の周知を図る取組を強化、拡充します。 

また、産科医等の処遇改善に向けて、引き続き、分娩手当を支給している市内の病院、診

療所及び助産所に分娩１件当たり１万円を上限に補助を行います。 

  

 不妊・不育治療費助成事業【子育て保健課】 10,141 千円

 不妊治療を受けている夫婦の経済的な負担を軽減するため、引き続き、医療保険の適用と

なる不妊治療費の自己負担金の一部を助成します（上限金額３万円/年度）。また、不育症治

療費の自己負担金の一部を助成します（保険適用の有無を問わず、上限金額２０万円/年

度）。 

  

 妊娠・出産包括支援事業【子育て保健課】 19,715 千円

 「やまぐち母子健康サポートセンター」を拠点に、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな

い支援を行います。保健師・助産師による専門的な相談支援、産婦の心身の不調等に早期に

対応する産後ケア事業（デイサービス、宿泊）、地域におけるママサロン、産婦健康診査費用

の助成等を実施します。 

  

 家庭児童相談事業【子育て保健課】 14,615 千円

 家庭における児童の養育に関する相談に応じます。児童相談所などの他の機関と連携しな

がら問題解決にあたります。夜間・休日の電話相談受付、児童虐待防止啓発講演会の開催や

リーフレット作成、子育て支援短期利用事業などに取り組みます。 

 

  

 子育て福祉総合センター管理運営事業【保育幼稚園課】 5,010 千円

 山口保育園内に設置している本センターと、市保健センター内に設置しているやまぐち母

子健康サポートセンターが連携し、本市の子育て支援機能の向上を図ります。研修メニュー

の構築、保育関係者の連携の場づくり、子育て家庭への情報提供・広報・相談などを行いま

す。 

 

  

 家庭教育訪問支援事業【社会教育課】 1,160 千円

 子育てへの不安を抱える保護者に対する相談業務を実施します。家庭教育支援ダイヤルに

依頼のあった家庭への家庭教育アドバイザーの派遣をはじめ、学校に保護者が集まる機会を

活用した子育てサロンなどを行います。 

 

  

 子どもの生活・学習支援事業【子育て保健課】 6,000 千円

 ひとり親家庭等の子どもの居場所づくりとして、あらかじめ登録された小学生以上の児童

に対して、ボランティア等による生活支援（食事の提供など）や学習支援の場を、市内７箇所で

運営します。 
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重点プロジェクト４ 産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」 

 

・農林水産業の経営基盤の強化と担い手の育成 

事 業 名 等 事 業 費 

 畜産農家支援事業【農林政策課・阿東総合支所農林課】 33,190 千円

 市内産の肥育素牛の導入推進、阿東地域の黒毛和種（あとう和牛）の繁殖から肥育まで

の地域内一貫体制の確立を図るため、素牛導入費用等の一部を支援します。 

 

 

補正 209,795 千円【農林政策課】 

畜産クラスター計画に位置づけられた経営体が実施する施設整備や機械導入に対

して、経費の一部を補助します。山口北部地域畜産クラスター協議会（中心経営体：

株式会社出雲ファーム）における育成鶏舎及び管理棟の整備、山口阿東みどりの風

畜産クラスタ―協議会（中心経営体：有限会社船方総合農場）における搾乳牛舎及び

汚水処理施設の整備に対して支援します。 

 
 

 

□充E  もうかる農業創生事業【農林政策課・徳地総合支所農林課】 12,174 千円

 次世代に継承される農業の確立を目指し、地域特性を活かした付加価値の高い農産物

の創出などに取り組みます。 

また、徳地総合支所においては、「やまのいも」の里づくりプロジェクト（再掲）として「やま

のいも」の産地化の取組を展開します。 

□充E  中山間地域野菜増産モデル事業【阿東総合支所農林課】＜再掲＞ 3,432 千円

 新規就農者支援事業【農林政策課】 47,989 千円

 新たな担い手を育成するために、現地就農体験、施設・機械の整備、経営ノウハウ等の習

得に向けた実践的な研修、経営開始直後の新規就農者の資金支援などを実施します。 

 

１ 県事業 

（１）研修生支援・指導農家支援 

 ・研修生支援 

…年額１５０万円/人（最長２年。４５歳以上は県 1/2・市 1/2、未満は国 10/10） 

 ・指導農家支援 

…月額６万円（県 1/2・市 1/2） 

（２）集落営農法人等の就業者定着支援 

 ・法人への定着支援給付金制度（５年） 

   …１・２年目（年額１２０万円）、３年目（年額９０万円）、４年目（年額６０万円）、５年目

（年額３０万円）を、受入法人に対して支給（県 1/2・市 1/2） 

（３）現地就農体験支援 

 ・県内各地の指導農家のほ場で、１か月～６か月の農作業体験 

   …要件を満たせば、月額１２万５千円を支給（県 1/2・市 1/2） 

（４）チャレンジファーム 

 ・指導農家に対して、研修生用ハウス・機械の整備を支援（県 1/2・市 1/2） 

※県事業については見直しにより、支援内容等が変更になる可能性があります。 

２ 市事業 

（１）施設整備・機械器具整備支援 

 ・補助上限金額５０万円、補助率 1/2 以内 

（２）新規就農者家賃補助（３年） 

 ・補助上限金額月額３万円、又は、補助率 1/2 のいずれか低い額      など  

  

 集落営農促進事業【農林政策課】 76,967 千円

 新規就業者の受け入れ・定着の促進、集落営農法人等が行う生産規模拡大・低コスト化

等を支援します。また、集落営農法人等が新規就業者用の住宅等を改修する経費を支援し

ます（県 1/3・市 1/3）。 
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 ６次産業化推進事業【農林政策課】  5,024 千円

 
６次産業化に向けた加工品開発への支援、６次産業化や農商工連携における加工施設

整備等への支援などを実施します。 

□充E  県営ほ場整備事業（県事業負担金）【農林整備課】 177,810 千円

 【県事業採択済ほ場整備】 

黒潟地区(１３３ha)平成２７年度～令和２年度 

鋳銭司地区（80.6ha）平成２８年度～令和４年度 

徳地島地下地区（21.3ha）平成３０年度～令和５年度 

川西中地区（25.4ha）令和元年度～令和７年度 

 

 

 補正 29,500 千円 

土地改良事業に係る県事業負担金 

○農業競争力強化農地整備事業（区画整理） 

  黒潟、鋳銭司、島地下 

 ○農村地域防災減災事業（ため池整備） 

  正元田上堤（しょうげんだうえつつみ） 

 
 

  

○新E  徳地島地地区ほ場整備調査事業【農林整備課】 2,000 千円

 令和３年度からの徳地島地上地区のほ場整備の事業採択に向けて、令和２年度は、補助

事業採択申請に必要となる調査と資料作成を進めます。 

・徳地島地上地区(約２５ｈａ)：公用地編入調査 

  

○新E  嘉川・佐山地区ほ場整備調査事業【農林整備課】 22,700 千円

 令和３年度からの嘉川・佐山地区のほ場整備の事業採択に向けて、令和２年度は、補助

事業採択申請に必要となる調査と資料作成を進めます。 

・佐山北第一地区(約２５ｈａ)：公用地編入調査 

・佐山北第二地区（約３５ｈａ）：水準点測量、集団化業務等 

  

□充E  優良農地確保促進事業【農林政策課】 8,093 千円

 山口市農業振興地域整備計画の見直しを、令和元年度～令和５年度の期間において行

います。 
  

 有害鳥獣捕獲促進事業【農林政策課】 22,847 千円

 農作物被害防止、市街地での市民の安全確保、特定外来種の駆除など多岐にわたる有

害鳥獣対策にワンストップで取り組み、迅速な対応を図ります。 

□充E  森林経営管理事業【農林政策課】 68,567 千円

 新たな法律「森林経営管理法」が平成３１年４月１日に施行され、新たな森林管理の仕組

みである「森林経営管理制度」がスタートしています。経営管理が行われていない森林につ

いて、市が、仲介役となり、森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築し、担い手を

探します。 

令和２年度は、森林環境譲与税を活用して、経営管理が行われていない森林所有者の意

向確認調査、経営管理権集積計画の策定、森林施業の実施に加え、森林施業の促進に係

る支援として、林業従事者の人材育成、労働環境の整備、ドローンをはじめとしたＩＣＴ機器

の導入支援などに取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：林野庁ホームページ 
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 造林等補助事業【農林政策課・阿東総合支所農林課】 11,335 千円

 国・県の造林等補助事業に本市の補助金を上乗せすることにより、私有林の適切な整備

や保全を促進します。 

 森林境界明確化促進事業【農林政策課】 3,616 千円

 森林の所在や所有者情報を整理し、森林境界の明確化に取り組みます。令和２年度は、

徳地地域の野谷（面積約３００ha）で実施予定です。 
  

□充E  林道維持管理事業【農林整備課ほか】 84,852 千円

 山村における生産・生活環境基盤整備の促進及び林道利用者の安全を図るため、林道

の維持管理を行います。令和２年度は、林道橋の補修工事、林道木戸峠線の復旧工事など

を実施します。 

  

□充E  森林公園管理事業【農林整備課ほか】 21,359 千円

 森林公園等の維持管理を行います。令和２年度は、栄山公園（小郡）のフェンス修繕工事

を行います。 
  

□充E  特用林産物担い手育成支援事業【徳地総合支所農林課】 ＜再掲＞ 1,525 千円

 徳地地域において、椎茸生産技術の継承、生産量拡大、後継者育成を図ります。令和２

年度は、椎茸生産者の拡大・所得の向上に向けた人工ほだ場の整備及び栽培技術研修を

実施します。 

  

 特用林産物関係事業【農林政策課】 1,100 千円

 椎茸等生産施設（乾燥機・作業用建物等）の整備支援や竹林整備支援を行います。 
  

 漁港施設機能保全事業【水産港湾課】 30,000 千円

 漁港施設の長寿命化を図るため、機能保全計画に基づき、漁港施設の保全工事を進め

ています。令和２年度は、山口漁港浚渫工事を行います。 
  

 水産業振興・海洋資源活用事業【水産港湾課】 4,813 千円

 水産資源の保護・回復に取り組みます。引き続き、漁業協同組合が実施するカサゴ、キジ

ハタ、アユ等の種苗放流事業の経費の一部を補助します。 

また、天然車えびの復活に向け、稚えびの囲い網ネットの購入等を支援します＜再掲＞。 

  

 水産物供給基盤整備事業【水産港湾課】 3,460 千円

 県事業によるカサゴ・キジハタ・メバルを対象魚種とした当歳魚保護礁・幼稚魚育成礁の

設置に取り組みます（県事業負担金）。 

また、令和２年度は、販路拡大に向け、運搬用車両の購入補助を行います。 

  

 魚食普及推進事業【水産港湾課】＜再掲＞ 1,962 千円

 市内産水産物を使った魚食普及推進活動を通じて、本市の魚介類の魅力発信、市内消

費の拡大を図ります。また、学校給食への市内産水産物の供給、若者世代等を対象とした

魚食普及講座の開催などを行います。 

  

 新規漁業就業者支援事業【水産港湾課】 5,238 千円

 県制度の長期漁業研修を実施する市内の漁協に対して、研修経費の一部を補助します

（補助上限金額９０万円/年額、補助率 1/2）。 

また、漁業研修期間中の住宅手当助成制度として、月額３万円を上限に市が独自に支援

します。 

さらに、新規就業者に対し漁業経営の安定化支援などを行います。 
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・サービス業・商工業の多様な雇用の場づくり 

事 業 名 等 事 業 費 

○新 E  

 

AI 技術等の活用によるヘルスケア関連の新産業・新事業の創出 

産業交流拠点施設整備事業【新山口駅拠点施設整備推進室】＜再掲＞ 

20,306 千円

 平成３０年１２月に締結した島津製作所、県、山口大学及び本市による健康づくり等をテーマ

とした技術連携に関する基本合意書に基づく、県との連携事業として、健康づくりや関連産業

創出の拠点となるライフイノベーションラボにおいて、AI 等の技術を活用し、高齢化に伴う疾患

の予防や医療・介護の負担軽減などにつながる新たなヘルスケア関連産業の創出・育成を図り

ます。 

令和２年度は、県との連携事業として県内外の企業や大学等研究機関との連携を促進する

プラットフォームとして「（仮称）ヘルスケア産業推進協議会」を設置します。また、企業によるヘ

ルスケア関連製品・サービスの事業化に向けた仕組みづくりとして、「（仮称）山口ヘルスラボ」

の設置及びコーディネータの配置、ＡＩ技術等を活用した製品等の開発促進、企業間の交流・連

携を促進する取組を進めます。 

  

○新 E  地域中核企業成長促進事業【ふるさと産業振興課】 1,488 千円

 地域未来投資促進法等の支援スキームを活用した基本方針等の策定・実施を行い、地域中

核企業の成長促進を図ります。 

令和２年度は、山口県央連携都市圏域内の地域未来牽引企業を対象に、情報交換会の開

催、ニーズ調査、モデル事業の実施をします。 

  

○新 E  未来技術活用促進事業【ふるさと産業振興課】 5,000 千円

 市内企業が、圏域内企業や県内外企業と連携して取り組む革新的技術（５G、IoT、AI、ロボ

ット等）を活用した新商品や新サービスの開発、生産性の向上や販路開拓につながる革新的技

術導入などに対して支援をします（補助上限金額１５０万円、補助率 2/3）。また、先端技術の導

入促進に向けたセミナー開催などを行います。 

  

 起業創業支援事業【ふるさと産業振興課】 17,128 千円

 山口市創業支援協議会における産学金官の連携のもと、相談・支援体制の強化を図ります。

起業セミナーや創業者フォローアップセミナー、創業者の事業ＰＲ支援、中小事業者成長拡大セ

ミナー、経営基盤強化や経営革新講座、金融機関や経済団体などの支援者向けのセミナーなど

を行います。また、ＵＪＩターン創業への初期投資への支援、寄附型クラウドファンディングによる

起業や学生起業の支援などを行います。 

  

□充E  新商品等共同開発支援事業【ふるさと産業振興課】 3,085 千円

 本市に事業所を有する中小企業が、山口県央連携都市圏域の７市町における事業所や大

学等の機関と連携し、共同で新事業創出や新商品開発を実施する取組などを支援します。令

和２年度は、共同開発促進セミナーの開催や、共同開発支援補助金制度（補助上限金額２００

万円、補助率 2/3）による支援などを行います。また、新たに、海洋プラスチックごみ等の環

境問題に対応する商品開発への支援等を行います。 

  

 安心快適住まいる助成事業【ふるさと産業振興課】 154,000 千円

 市民が安心して快適に長く住み続けられる良質な住宅環境づくりと、リフォームを契機とし

た更なる市内消費喚起を促進するため、改修費の一部を商品券により助成します。また、転

入者等も対象とするなど、市内定住を促進します。市内施工事業者を利用した市民の住宅リ

フォーム工事（自己居住）費用の一部を、商工団体が発行する商品券により対象工事金額の 

１０％（助成金額上限２０万円）を助成します。子育て世帯（同居の１８歳以下の子を養育する

世帯）は１５%を助成（助成金額上限３０万円）します。 

 令和２年度の募集開始は６月１日からとなります。 
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□充E  ふるさと産品営業推進事業【ふるさと産業振興課】 264,002 千円

 本市のふるさと産品の付加価値向上や販路拡大を図ります。 

令和２年度の新たな取組として、山口県央連携都市圏域内の７市町と連携し、各市町の地

場産品を組み合わせたふるさと納税のお礼の品を造成します。また、ふるさと納税制度を活

用し、市が実施する特定の事業に対して寄付金を募る「ガバメントクラウドファンディング」を

実施します。さらに、大内文化特定地域に位置する山口ふるさと伝承総合センター「まなび

館」<再掲＞において、ふるさと産品の PR 機能を拡充整備するため、基本設計と実施設計を

行います。 

  

□充E  産業交流スペース運営準備事業【ふるさと産業振興課】＜再掲＞ 12,590 千円

 中心市街地活性化事業【ふるさと産業振興課】  ＜再掲＞ 12,650 千円

 人が集い賑わいのある商店街づくり支援事業【ふるさと産業振興課】 ＜再掲＞ 19,250 千円

□充E  あきないのまち支援事業【ふるさと産業振興課】  ＜再掲＞ 14,500 千円

 湯田温泉回遊促進事業【ふるさと産業振興課】 ＜再掲＞ 5,600 千円

 立地等奨励金事業【産業立地推進課】 420,498 千円

 各種奨励金の交付により、企業立地を促進し、産業振興と雇用の拡大を図ります。 

＜一部再掲＞ 
  

□充E  鋳銭司第二団地整備【産業立地推進課】 ＜特別会計＞ 1,886,600 千円

 鋳銭司地域（山口県消防学校北東に位置する一帯）で整備を進める新たな産業団地につ

いて、令和元年度は、実施設計・許認可手続、用地取得等を行いました。 

令和２年度は、引き続き、実施設計、用地取得を進めるとともに、団地造成工事・周辺整備

工事を実施します。令和４年度の分譲開始を予定しています。 

 

  

 

・中小企業等の「人づくり・生産性・働き方」改革と人手不足対策支援 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  経営戦略デザイン事業【ふるさと産業振興課】 3,500 千円

 市内中小企業等で活躍するクリエイティブ人材の育成を通じて、企業の人材育成や成長促

進、多様な働き方の環境づくり等を支援します。 

令和２年度は、IT 関連講座の開催、情報関連企業との就職マッチング支援、小中学生のプ

ログラミング学習支援などに取り組みます。また、デザイン思考を学ぶワークショップの開催、

デザイン経営を実践するための経費の一部を支援します。 

 

  

□充E  就職支援事業【ふるさと産業振興課】 21,868 千円

 市内高校生を対象に就職支援や、職業理解のための講座等を開催します。また、市内大学

生を対象に市内企業のＰＲを行います。 
令和２年度は、新たに、山口県央連携都市圏域内の中学生や高校生等を対象に、圏域内

の企業紹介・職業体験などのブースを設置した総合的な職業理解フェアを開催します。 
 

  

 働き方改革推進事業【ふるさと産業振興課】 2,412 千円

 市内中小企業の持続的な発展に向けて、若者・女性・高齢者など、働く全ての人が、その意

欲と能力を十分に発揮できる働きやすい職場環境づくりに取り組む事業者を支援します。 

従業員数２０人未満の小規模事業所を対象としたセミナーの開催、働き方改革をテーマと

した自社研修を開催する事業者に対する支援、子育て女性に対する座談会形式のセミナー

や、厚生労働省「中小企業のための育児・介護支援プラン導入支援事業」に基づくセミナーの

開催などを行います。 
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 人材確保企業重点支援事業【ふるさと産業振興課】 10,200 千円

 人材確保に取り組む企業への重点支援として、アクティブシニアを対象とした合同就職面

接会の開催、多様な働き方（短時間勤務、業務改善等）を可能とする啓発セミナーやアドバイ

ザーの派遣、人材確保を支援する団体や企業等に対する補助、人材確保ウェブサイトの運営

などを行います。同時に、外国人労働者の受入に関する企業向けセミナーを開催します。 

  

 ＵＪＩターン就職促進事業【ふるさと産業振興課】 15,080 千円

 ＵＪＩターン就職の促進に向けて、市内の中小企業等が県外で開催される合同企業説明会

等に参加する経費や、就職情報サイトへの掲載費用の一部を支援します。加えて、若年ＵＪＩタ

ーン希望者が企業訪問する費用の全額（補助上限額１０万円、補助率１０/１０）を補助し、就職

の際の転居費用の一部（補助上限金額２０万円、補助率 1/2）について支援します。あわせ

て、わくわく移住就職支援として、東京２３区在住者等が県の登録する対象企業に就職し、市

内に移住した場合には、補助上限金額１００万円を支援します。 

 

  

 事業承継支援事業【ふるさと産業振興課】  10,000 千円

 中小企業の後継者不足に対する重点的な支援を行います。平成３０年度に、山口市、宇部

市、防府市の商工会議所・商工会の６団体が締結した事業承継支援事業に係る連携協力協

定に、令和元年度は萩市・美祢市・山陽小野田市の商工会議所・商工会の４団体が加わる中

で、山口県央連携都市圏域の各市町における連携を図りながら、圏域版プラットフォームの形

成にかかる取組を進めます。 

また、令和元年１１月に設置した、商工会議所、商工会、士業等専門家、金融機関、行政の

連携による山口市版プラットフォーム（事業承継支援協議会）の運営を行います。 

令和２年度は、相談体制の強化や士業等の専門家派遣、合同セミナーの開催、無料相談

会、事業所アンケートの実施等を行います。 

 

  

 雇用対策事業【ふるさと産業振興課】 2,047 千円

 雇用対策事業として、若手社員の職場定着を支援するセミナー等を開催します。 
  

 特定求職者雇用促進事業【ふるさと産業振興課】 2,500 千円

 障がい者の特性に応じた就業を促進するため、障がい者雇用に係る事業所の環境整備費

用を助成します（補助上限金額２００千円・補助率１/２）。また、障がい者雇用に係る企業受入

セミナーを開催します。 

  

A 学生消防団員の定住促進 【警防課】＜再掲＞ 計 1,970 千円

 外国人材の受入環境整備 多文化共生推進事業【国際交流課】   4,094 千円

 

外国人市民も地域社会の一員として豊かに暮らしていけるように、多文化共生社会の構築

に向けた取組を進めます。 

令和２年度は、外国人に分かりやすい、多言語表記やサイン表記の普及を支援する補助制

度の継続実施、日本語ボランティア養成講座や、外国人のための日本語講座を開催します。

また、新たに、外国人市民との多文化交流事業を実施します。 
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重点プロジェクト５  

山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・スポーツ・観光なら山口」  

 

・文化の薫る「創造都市づくり」 

事 業 名 等 事 業 費 

 山口情報芸術センター企画運営事業【文化交流課】＜再掲＞ 241,147 千円

 文化芸術を活用した創造的なまちづくりの推進や人材育成につなげるため、市民・アーティ

スト・関係団体等がＹＣＡＭの持つ技術やネットワークなどを通じてつながりあう事業の展開、

子ども達への教育普及活動を行います。 

令和２年度は、ホー・ツーニェン氏（シンガポール）によるアート展覧会、ロボットを使った舞

台作品「アンキャニー・バリー」の招聘公演、バイオをテーマとする公募型アーティスト・イン・レ

ジデンスの実施、「未来の山口の授業」などのワークショップ、「スポーツ・ハッカソン＆未来の

山口の運動会」や「ＹＣＡＭ爆音映画祭」の開催、小中学生の校外学習の受け入れをはじめ、

多様な企画を実施します。 

  

 中原中也記念館運営業務【文化交流課】 75,848 千円

 中原中也の調査・研究を行い、企画展の開催や教育普及事業、広報事業を通じて、市内外

に中原中也と中也の詩の魅力を情報発信し、記念館の利用促進を図ります。 

 

  

□充E  芸術家育成支援事業【文化交流課】 1,378 千円

 将来、更なる活躍が期待されるアーティストに、やまぐち新進アーティスト大賞を贈り、アー

ティストの活動を支援します。 

令和２年度は、新たに、大内文化特定地域内において、受賞者や市内アーティストと連携し

たアートマーケットの開催に取り組みます。 

 

  

○新E  歴史文化資源保存活用推進事業【文化財保護課】＜再掲＞ 3,898 千円

□充E  やまぐちヒストリア創出事業【文化交流課】  23,849 千円

 明治維新や大内文化をはじめとする本市の歴史文化について、調査・研究を進めるととも

に、効果的な情報発信を行い、シビックプライドの醸成や交流人口・関係人口の増加につなげ

ていきます。 

令和２年度は、本市の郷土研究者である和田健氏資料に係る県立大学との共同研究、広

報紙「山口ヒストリア」の発行や講演会を開催します。 

 

 

□充E  名田島南蛮樋保存整備事業【文化財保護課】 ＜再掲＞ 105,605 千円

 鋳銭司・陶地区文化財総合調査事業【文化財保護課】＜再掲＞ 17,346 千円

 常徳寺庭園保存整備事業【文化財保護課】 ＜再掲＞ 2,973 千円

 十朋亭維新館管理運営業務【文化交流課】 ＜再掲＞ 30,312 千円
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・スポーツを楽しむまちづくり 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機とした地域活性化 計 48,713 千円

 ホストタウンスポーツ推進事業【スポーツ交流課】  （28,333 千円）

 第３２回オリンピック競技大会（2020/東京）・東京２０２０パラリンピック競技大会（以

下、「東京オリパラ」という。）におけるスペインのホストタウンとして、水泳スペイン代表チー

ムのトレーニングキャンプの受入など、スポーツを通じた国際交流を図ります。 

令和２年度は、競泳、アーティスティックスイミング、水球のスペイン代表チームの事前キ

ャンプの受入や、受入期間中のスポーツ交流事業、スポーツを通じたジュニア交流の支援

などを行います。また、東京オリンピック水泳会場への激励・応援などを実施します。 

 

  

 東京オリンピック・パラリンピック推進事業【スポーツ交流課】  ＜再掲＞ （13,380 千円）

 

東京オリパラの開催機運を向上させる取組を行います。 

全国４７都道府県を巡る東京２０２０オリンピック聖火リレーにおいて、オリンピック組織

委員会や聖火リレー山口県実行委員会と連携し、本市の聖火リレールートの出発点となる

香山公園では「ミニセレブレーション」を、到着点となる中央公園では「セレブレーション」を

実施します。また、市民のスポーツへの関心を高め、郷土愛を醸成するため、東京オリパラ

に出場する本市ゆかりの選手のパブリック・ビューイングを地域等と連携し実施します。 

 

 
東京２０２０パラリンピック山口市採火式 

理解促進・権利擁護推進事業【障がい福祉課】 

（1,000 千円）

 東京２０２０パラリンピック競技大会における山口県聖火フェスティバル（集火式）に向け

て、山口市採火式を実施します。 

 

  

 ホストタウン交流事業【国際交流課】  （6,000 千円）

 東京オリパラにおけるスペインのホストタウンとして、文化交流・経済交流を促進します。 

令和２年度は、本市の国際交流員によるスペインの生活文化や習慣などに触れる国際

理解の取組、市民向けスペイン料理講座、水泳スペイン代表チーム選手との交流を実施す

るほか、スペインをテーマとした情報発信等に取り組む団体を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 体力つくり推進事業【スポーツ交流課】   4,179 千円

 幅広い世代が健康で豊かな暮らしをおくるため、体

力つくりの契機となるスポーツ教室等を開催します。 

令和２年度は、市スポーツ施設において、子育て中

の女性や、働き手世代を対象としたスポーツ教室を開

催します。また、子どもから高齢者までの多世代が参

加できる市民総参加型のスポーツイベント等を開催し

ます。 
 
 

 

鬼ごっこイベント「やまぐち逃走中」 

スペイン水泳選手とあじす保育園児の交流行事 アーティスティックスイミング 
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 我がまちスポーツ推進事業【スポーツ交流課】 13,000 千円

 本市における「我がまち」のスポーツ財産を活用して、健康づくり、地域活性化等につなげる

取組を展開します。 

令和２年度は、小中高生を対象とした競技力向上につながる事業への支援、レノファ山口Ｆ

Ｃをはじめプロスポーツを活用した地域活性化や交流人口拡大事業、「サイクル県やまぐち」

の推進やサイクルイベントの開催支援、大規模大会の開催支援（水泳・ソフトボール）、トップア

スリート招聘事業、スポーツボランティア活性化事業などに取り組みます。 

 

  

□充E  武道館の整備検討 スポーツ振興事務費【スポーツ交流課】 1,000 千円

 山口市武道館建設検討委員会の「武道館建設検討結果報告書」を踏まえ、令和２年度は武

道館整備基本構想の策定に向けた、機能や規模等の検討・調査を行います。 

 

 

□充E  アーバンスポーツの可能性調査 スポーツ振興事務費【スポーツ交流課】 300 千円

 東京２０２０オリンピックを契機に注目されているアーバンスポーツ（ＢＭＸ（ビーエムエック

ス）、スケートボード、３×３（スリーエックススリー）、スポーツクライミング、インラインスケート、

ブレイクダンスなど）について、スポーツビジネスとしての可能性の調査検討を行います。 

  

 体育施設等の改修・充実   計 1,169,299 千円

□充E  やまぐちリフレッシュパーク整備事業【スポーツ交流課】 （477,600 千円）

 平成２４年度に実施した耐久度調査の結果をもとにした、計画的な改修工事を実施しま

す。令和２年度は、吊り天井改修工事、電気設備改修工事、サブアリーナの空調新設工

事、防災設備改修工事を行います。 

  

○新E  小郡体育館整備事業【スポーツ交流課】 （415,500 千円）

 
施設の長寿命化に向けて、耐震補強・施設改修工事を行います。 

 

□充E  やまぐちサッカー交流広場整備事業【スポーツ交流課】 （217,196 千円）

 
人工芝の老朽化に伴う張り替え工事を実施します。 

 

 屋外運動場照明施設改修事業【スポーツ交流課】 （49,900 千円）

 
屋外運動場の照明施設の計画的な改修を行います。令和２年度は、平川中学校の屋外

照明改修工事と市内１５校の屋外運動場照明施設の耐久度調査を実施します。 

 

 大海総合センターテニスコート修繕【秋穂総合支所秋穂地域交流センター】  （9,103 千円）

 
テニスコート人工芝の老朽化に伴う張り替え工事を実施します。 
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・おいでませ山口・観光地域づくり ～Target ２０２１“山口ゆめ回廊博覧会”～ 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  山口ゆめ回廊博覧会の開催準備、プレ事業の実施 計 264,303 千円

 

圏域の観光資源をインバウンド視点から磨き上げ、持続可能な観光地域づくりを推進する

ため、令和３年度に、山口県央連携都市圏域の７市町で開催する周遊型博覧会「山口ゆめ回

廊博覧会」の開催に向けた取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 山口ゆめ回廊博覧会準備事業【県央博覧会準備室】  （102,488 千円）

 令和２年度は、７市町の観光関連団体等と行政が一体となった実行委員会の取組とし

て、コンダクターの委託、広報宣伝・プロモーション事業としてのウェブサイト運営、公式ガ

イドブックの作成、ポスター等の作成、旅行会社への販売促進を行います。また、令和元年

度に引き続きインバウンド受け入れ拡大に向けた地域通訳案内士の育成、重点プログラム

ゆめ散歩の造成支援を実施します。また、令和３年度にユニークベニューを活用して開催

する「アートと食」をテーマとするイベントに向け、プレイベントを実施します。 

 

 山口ゆめ回廊博覧会重点イベント実施事業【県央博覧会準備室】  （113,300 千円）

 

山口ゆめ回廊博覧会の山口市リーディングイベントとして、山口情報芸術センターによ

る特別展示プログラム（坂本龍一氏と高谷史郎氏への委嘱作品）の実施を行います。ま

た、音楽イベント「祈りの回廊音楽祭」を市内各所で開催するとともに、まちなかの回遊に

つながるアート事業の開催に向けた準備事業を実施します。 

 

 山口ゆめ回廊博覧会観光推進事業【観光交流課】 ＜再掲＞ （48,515 千円）

 山口ゆめ回廊博覧会に向け、様々な観光素材を活用したプレイベントや体験プログラ

ム事業を実施するとともに、令和３年度の重点イベントに向けた準備、おもてなしとなる受

入体制の環境づくり、市内観光周遊１日乗車券事業の実施、誘客プロモーションなどの取

組を進めます。＜一部再掲＞ 

 

○新E  雪舟生誕６００年関連記念事業(日本博※） 計 26,492 千円

 

令和２年度は雪舟生誕６００年の記念の年に当たること

から、山口ゆめ回廊博覧会プレ事業として、大内文化特

定地域を中心に、交流人口の創出を図るイベント・企画展

の実施、情報発信に取り組みます。 

 

※東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、文

化芸術資源等を活用した「日本の美」を体現する取組を

全国各地で展開し、その魅力を国内外に発信する国家プ

ロジェクト 

※下記事業費のうち、

雪舟生誕６００年関連

記念事業費の合計

 

 

 山口ゆめ回廊博覧会重点イベント実施事業【県央博覧会準備室】 ＜再掲＞ （113,300 千円の内数)

 山口情報芸術センターと山口県立美術館が連携し、雪舟関連事業を行います。 

 大内文化まちづくり推進事業【文化交流課】  （7,260 千円の内数)

 
雪舟と大内氏をテーマとする親しみやすいプロモーション動画の作成、大内文化特定

地域における交流促進を図る音楽イベント「大内ナイト」を開催します。また、関係自治体

と連携した周遊促進の取組を進めます。 

 C・S 赤れんが企画運営事業【文化交流課】  (2,808 千円の内数)

 
雪舟に着想を得た展覧会の実施や常栄寺雪舟庭などと連携したスタンプラリーを実

施します。 

雪舟が住んでいたといわれる「雲谷庵」 
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 山口市菜香亭企画運営事業【文化交流課】  (1,397 千円の内数)

 
雲谷庵への誘客を含めた企画展の実施をします。 

 

 十朋亭維新館管理運営事業【文化交流課】 ＜再掲＞ (30,312 千円の内数)

 
常栄寺から萬代家に贈られた書画の公開など、特別展示を行います。 

 

 やまぐちヒストリア創出事業【文化交流課】 ＜再掲＞ (23,849 千円の内数)

 
雪舟を支えた大内氏の存在を分かりやすく紹介する冊子を作成します。 

 

 歴史文化資源保存活用推進事業【文化財保護課】  (3,898 千円の内数)

 
常栄寺・雲谷庵などの雪舟ゆかりの地をめぐるバスツアーを実施します。 

 

 山口ゆめ回廊博覧会観光推進事業【観光交流課】 ＜再掲＞ (48,515 千円の内数)

 
雪舟生誕６００年の各種記念事業の開催にあわせ、平成３０年度から実証運行を始め

た市内観光周遊１日乗車券事業を引き続き実施します。 

  

 都市間ツーリズム促進事業【観光交流課】 13,483 千円

 山口県央連携都市圏域をはじめとする国内外の都市との連携を図り、相互交流事業や

連携事業を行います。山口ゆめ回廊博覧会に向けた圏域市町との連携事業、鹿児島市との

薩長連携事業、令和元年度に交流協定を締結した総社市との連携事業などへの取組や、萩

市と連携したジオパークの情報発信などを行います。また、新山口駅や湯田温泉を発着地と

して県内を周遊する「やまぐち絶景満喫バス」運行支援などを行います。 

 

  

□充E  インバウンド観光誘客推進事業【観光交流課】  31,790 千円

 東アジア、東南アジア地域及び欧米豪を重点市場と位置付け、訪日外国人旅行者の増加

に向けたインバウンドの受入体制の整備、本市の認知度向上に向けた誘客プロモーションを

実施します。とりわけ、湯田温泉と友好協定を交わした台北市をはじめとする台湾について

は、国際交流員の活動や、重点的な情報発信に取り組みます。また、着物着付け体験などの

日本文化体験事業の実施、近隣空港の国際定期便を利用した団体旅行のバス費用助成、

DMO 機能の役割を担う人材育成を行います。 

 

  

 観光維新ブランド創出事業【観光交流課】  22,300 千円

 本市固有の歴史や文化と、自然・特産・温泉などの多様な素材を連携させ、本市の都市

全体としての観光ブランドを向上させます。ふるさとにぎわい計画と連動した地域核ブラン

ディング、レノファ山口などを通じたスポーツブランディング、着物の似合う歴史のまちとして

の大内文化ブランディング、「日本のクリスマスは山口から」のクリスマスブランディングに取

り組みます。 

  

□充E  DMO 機能を担う組織体制の強化 山口観光コンベンション協会助成事業【観光交流課】  51,428 千円

 令和３年度供用開始の産業交流拠点施設や湯田温泉と連携したコンベンションやイベン

トの誘致、観光地域づくりの推進を図るため、山口観光コンベンション協会に対し、DMO 機

能の役割を担う組織体制づくりを支援します。 

  

 フィルムコミッション推進事業【観光交流課】  1,715 千円

 山口市フィルムコミッション組織や県等の関係機関との連携のもと、情報発信、ロケ等の

誘致活動、受入体制の整備、情報収集等を展開します。 
 

 観光施設等の改修など   

□充E  重源の郷管理運営業務【観光交流課】 41,692 千円

 観光施設の整備・改修・管理などを行います。 

令和２年度は、徳地地域内の観光施設への誘客促進、経営基盤強化に向け、地域お

こし企業人制度など、外部人材の活用等による調査研究を行います。 

  

42



 

□充E  大原湖キャンプ場管理運営業務【観光交流課】 11,381 千円

 観光施設の整備・改修・管理などを行います。 

令和２年度は、ケビンへの手すり新設等を行います。また、民間事業者等のノウハウを

活用するため、新たに指定管理者制度を導入します。 

  

□充E  指定文化財維持管理事業【文化財保護課】  ＜再掲＞ 42,778 千円

□充E  湯田温泉魅力創造事業【観光交流課】 ＜再掲＞ 4,500 千円

○新E  中園町周辺地区整備事業【都市整備課】 ＜再掲＞ 227,000 千円

□充E  観光地ビジネス創出事業【観光交流課】 ＜再掲＞ 9,000 千円
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  ２０２０年山口ゆめ回廊博覧会プレ期間中の主な取り組み

No 項目 7月～8月 9月～10月 11月～12月 内容等 担当(関係)課

1
山口ゆめ回廊博覧会プレオープニングセレ
モニー

・博覧会プレ期間の開始をPRするオープニングセレモ
ニーを実施(7/1)

県央博覧会準備室

2
ユニークベニューでのアートと食のイベント
(実行委員会リーディングイベント)

・歴史的建造物、文化施設、自然環境など公的スペース
を会場としたアートと食のイベントを本博覧会に向け
たPRとして市内で実施

県央博覧会準備室

3 周遊プログラムの企画・実施
・各市町間の周遊を促進するゲームイベントの実施(各
市町2コース、計１４コース)

県央博覧会準備室

市主催事業

No 項目 7月～8月 9月～10月 11月～12月 内容等 担当(関係)課

4
ＹＣＡＭ特別企画事業(リーディングイベン
ト)

・メディアアート作品の館外施設や野外等での展覧会
を実施

文化交流課、県央博覧会準備
室

5
山口情報芸術センターと山口県立美術館が
連携した雪舟関連事業

・映像作品のYCAMによる技術監修 文化交流課

6 雪舟ゆかりの地バスツアー
・常栄寺・雲谷庵などの雪舟ゆかりの地を巡るツアー
の開催(日程調整中)

文化財保護課

7 C.Ｓ赤れんが企画展
・日本画展の開催
・企画展に関連したスタンプラリー

文化交流課

8 「雪舟と大内氏」周知促進事業 ・雪舟生誕６００年を契機としたプロモーション事業 文化交流課

9 音楽イベント「大内ナイト２」の実施 ・音楽イベント「大内ナイト２」の実施(日程調整中) 文化交流課

10 山口ゆらめき回廊の実施 ・プレ期間に合わせたイベントの拡充 観光交流課

11
祈りの回廊音楽祭
(大内ナイト２、山口ゆらめき回廊など)

・博覧会のテーマに沿った市内で実施される音楽関連
イベント等を集約した音楽祭

県央博覧会準備室、文化交流
課、観光交流課

12 山口市菜香亭企画展 ・プレ期間に合わせた企画展示や雲谷庵への誘客事業 文化交流課

13 十朋亭維新館企画展
・プレ期間に合わせた企画展の実施(①夏休み企画展
示②常栄寺と萬代家の関係を紹介する企画展示等）

文化交流課

14 ゆめ散歩プレミアム
・地域団体が実施する特別なガイドツアーの開催(各市
町実施)

県央博覧会準備室

15 アートと食に関するイベント ・アートと食に関するプレイベントの実施(日程調整中) 観光交流課

16 （仮称）新山口駅開駅１２０周年記念イベント
・開駅１２０周年を記念し、交通結節点である新山口駅
での北口広場等を活用した物産フェア、ステージイベン
ト等を開催

観光交流課

17 中高生向け職業体験イベント ・職業理解企業見学フェア ふるさと産業振興課

18 アートマーケット ・市内アーティストと連携したアートマーケットの開催 文化交流課

19 小郡がつながる・つなげる交流促進事業
・新山口駅周辺の立地特性を活かし、小郡地域の学生
や企業、地域団体等が一体となって企画するイベント
の開催。ステージイベントや飲食ブース等出店。

20 ふしの夏まつり
・椹野川東津河川公園で開催される夏まつり。ステー
ジイベント、打上花火等実施。

21 あいおえび狩り世界選手権大会
・中道海水浴場干潟にて捕まえた車えびの数を競う大
会

22 あいお祭り・あいお花火まつり ・ステージイベント、地元特産品即売、初冬の打上花火

23 あじすふれあいまつり
・ステージイベント、フリーマーケットやアートギャラリー
など阿知須駅前及び商店街にて実施

24 きらら浜連携イベントの実施

・きらら浜エリア全体を会場とした、「スポーツ・遊び・
食」を体験できるイベント
・きらら浜の各施設で、施設の特性を生かした独自イ
ベントを実施

25 ２０２０とくぢ夏祭り花火大会
・徳地総合支所付近の佐波川河川敷にて打上花火を
実施

26 東大寺サミット開催
・東大寺に関係する市町村で構成されている東大寺サ
ミットを徳地地域で開催

27 餅ひろい世界選手権
・都市と農村との交流に加え、国際交流を図ることを
目的に、田んぼの中で餅まきを行い、拾った重量を競
うイベント

阿東総合支所地域振興課

28 筋肉ヴィレッジの開催
・アウトドアスポーツを組み合わせ、遊びながら健康的
な体を作り、南部地域の魅力を体感するスポーツト
レーニングプログラム(月2回程度)

定住促進課

29 山口市観光周遊1日乗車券事業の実施
・山口市コミュニティバスと周遊タクシーを組み合わせ
た市内観光周遊１日乗車券の販売、運行

観光交流課

30 シェアサイクル実証事業の実施
・大殿・白石・湯田を中心としたシェアサイクル実証実
験

交通政策課

期間中複数日実施
期間中継続実施

実行委員会主催事業

ＹＣＡＭアート事業

地域交流事業

受入体制整備

徳地総合支所地域振興課

大内文化活用事業（雪舟生誕６００年関連事業他）

交流促進イベント実施事業

秋穂総合支所地域振興課

小郡総合支所地域振興課

阿知須総合支所地域振興課
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・シティセールス 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  シティセールス推進事業【企画経営課】 9,880 千円

 「山口市シティセールス推進本部（本部長：市長）」のもとで、市内外に対する本市の魅力発

信の取組を進めます。 

情報誌「彩都山口」発行と全国配布、ふるさと大使を起用した情報発信、外部人材ネットワ

ークとの連携、各種メディア媒体の活用、ホームページ等を活用した効果的な情報発信を行

います。 

 

  

□充E  姉妹・友好都市との交流推進   計 29,030 千円

 パンプローナ市との交流事業【国際交流課】   （11,245 千円）

 パンプローナ市との姉妹都市締結４０周年を記念して、本市からパンプローナ市への公

式訪問団と青少年訪問団の派遣、パンプローナ市からの訪問団の受入、各種イベントにあ

わせた市民向け記念行事を実施します。 

 

 済南市との交流事業【国際交流課】  （5,964 千円）

 済南（サイナン）市との友好都市締結３５周年を記念して、本市から済南市への公式訪

問団の派遣、済南市からの公式訪問団の受入を行います。 

 

 公州市との交流事業【国際交流課】   （5,107 千円）

 公州（コンジュ）市との姉妹都市締結２５周年を記念して、本市から公州市へ公式訪問団

と市民訪問団の派遣を行います。 

 

 昌原市との交流事業【国際交流課】  （6,714 千円）

 
昌原（チャンウォン）市との姉妹都市締結１０周年を記念した事業を展開します。 

 

 多文化共生推進事業【国際交流課】  ＜再掲＞ 4,094 千円

□充E  ホストタウンスポーツ推進事業【スポーツ交流課】  ＜再掲＞ 28,333 千円

□充E  ホストタウン交流事業【国際交流課】  ＜再掲＞ 6,000 千円
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重点プロジェクト６ 生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」    

 

・健康長寿のまちづくりの推進 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  総合病院の建替え支援 【健康増進課など】 計 179,100 千円

 

綜合病院山口赤十字病院の病棟等の建

替に伴う建設工事に対し、引き続き支援を行

います。支援については、医療施設・設備整

備費助成事業等による本市独自の補助に加

えて、国・県の耐震改修に対する補助制度を

活用しています。令和３年度に部分供用を開

始、令和４年度に全棟の供用開始を予定さ

れています。 

また、新たに、令和２年度から、済生会山口総合病院の病棟等の建替に伴う建設工事に対

し、支援を行います。支援については、国の都市構造再編集中支援事業を活用する予定で

す。令和４年度から順次供用を開始、令和７年度の全棟供用開始を予定されています。 

 

□充E  へき地医療事業【健康増進課】 9,105 千円

 
徳地地域におけるへき地医療の確保を目的に、２か所のへき地診療所において週１回診療

を実施します。加えて、令和２年度は、徳地地域に民間診療所の新規開設を促すための活動

に取り組みます。 

 二次病院の体制維持・確保 

 二次病院群輪番制病院運営支援事業【健康増進課】 42,596 千円

□充E  地域救急医療運営費補助事業【健康増進課】 78,638 千円

 

二次救急医療体制の維持・確保に向けて、二次救急病院による輪番制の運営や設備整

備に係る費用を支援します。また、地域医療に携わる看護師養成など、人材育成にかかる

費用を支援します。 

令和２年度は、市内の医療機関の情報を提供する検索サイト「やまぐちのお医者さんｎａ

ｖｉ」について、スマートフォン対応に向けたシステム改修を行います。 

 

○新E  救急車と医療機関との連携強化に向けたＩＣＴ導入救急業務推進事業【救急救助課】 6,000 千円

 

救急車と医療機関にそれぞれタブレット端末を配置し、救急車で搬送する傷病者の容態等

の情報を医療機関と迅速に共有できるシステムの構築に取り組みます。 

 

綜合病院山口赤十字病院病棟イメージ図 
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 予防接種事業【健康増進課】 634,496 千円

 

定期予防接種を実施します。このうち、６５歳以上の高齢者を対象とするインフルエンザ及

び肺炎球菌の予防接種については、費用の一部を助成します。 

風しん対策については、令和元年度から令和３年度までの３年間、国の緊急対策に伴い、

39～5６歳男性（平成３０年度時点）を対象に、抗体検査及び予防接種を実施します。また、

本市独自に、抗体検査により抗体価の低い妊娠希望の女性とその配偶者等に対する助成制

度を継続します。 

 健康診査事業【健康増進課】 156,779 千円

 
がん検診や骨粗しょう症検診、歯周疾患健診等の各種検（健）診等を実施し、がんの早期

発見、早期治療や疾病予防に取り組みます。引き続き、節目年齢の方を対象とした各種がん

検診の自己負担金無料化を実施することで、受診率の向上を図ります。 

□充E  特定健康診査等事業【保険年金課】＜特別会計＞ 133,341 千円

 

特定健康診査とは、生活習慣病の予防のために、４０歳から７４歳までの方を対象に、メタ

ボリックシンドロームに着目して実施する健診です。 

平成２７年度から平成３０年度までは、節目年齢の受診者にインセンティブとしての商品券

を贈呈し、令和元年度からは、節目年齢の受診者の自己負担額を無償化しています。 

令和２年度からは、新たに、国民健康保険の特定健康診査の自己負担額を、全ての受診者

で無償化します。 

 認知症対策の推進 計 24,726 千円

 各地域包括支援センターに配置した認知症地域支援推進員を中心に、認知症の方や家族

等への相談支援を行うとともに、認知症初期集中支援チームと連携し、早期診断・早期支援

に向けた包括的な支援を受けられる体制づくりを行います。 

行方不明の高齢者を早期に発見するために、ほっと安心ＳＯＳネットワーク事業の周知を図

るとともに、地域等で認知症の方や家族を手助けするサポーター等を継続して養成し、地域

で認知症の方や家族が安心して生活できる環境づくりに取り組みます。 

 

 認知症ケア総合推進事業【高齢福祉課】＜特別会計＞ （23,217 千円）

 認知症高齢者対策推進事業【高齢福祉課】＜特別会計＞ （1,509 千円）

○新E  認知症や生活習慣病予防に向けた実証事業の実施 

産業交流拠点施設整備事業【新山口駅拠点施設整備推進室】 ＜再掲＞ 

20,306 千円

 

 

平成３０年１２月に締結した島津製作所、県、山口大学、本市との本市による健康づくり等を

テーマとした技術連携に関する基本合意書に基づき、ライフイノベーションラボにおける取組

のプレ事業として県と連携して、認知症や生活習慣病予防に向けた地域コーホート事業を実

施します。市内の特定地域を対象に、健康づくりや認知症等の正しい知識の共有に向けた啓

発活動や、運動や食事などの活動において、楽しみながら認知症の予防法の効果を調べる実

証的な取組を展開します。 

 第９次山口市高齢者保健福祉計画の策定 在宅福祉サービス推進事業【高齢福祉課】 1,500 千円

 令和３年度から令和５年度までを計画期間とする第９次山口市高齢者保健福祉計画、第８

次山口市介護保険事業計画を策定し、地域包括ケアシステムの深化、安定した介護保険制

度の確立に向けた検討を進めます。 

 

□充E  介護人材育成・確保支援事業【介護保険課】 1,000 千円

 市内介護サービス事業所への介護人材の就職促進や定着促進のため、初めて市内事業所

へ就職する方を対象に、就職時の移転費用の一部を助成します（補助上限金額１０万円、補

助率１/2）。令和２年度は、補助対象者の拡充、年齢要件の緩和により、本制度の活用を進め

ます。 

 

 介護給付費適正化事業【介護保険課】＜特別会計＞ 9,914 千円

 国及び県の指針に基づき、「主要５事業」（認定調査状況チェック、ケアプランの点検、住宅

改修等の点検、医療情報との突合・縦覧点検、介護給付費通知）を中心に、介護給付の適正

化に取り組むことで、受給者が真に必要とするサービスの提供など、ケアマネジメントの質の

向上につなげます。令和元年度に引き続き、ケアプランの点検の一部を外部専門団体に委託

し、ケアプランの質の向上、介護支援専門員の資質向上を図ります。 
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 障害福祉計画実施・評価事業【障がい福祉課】 418 千円

 市障がい福祉施策懇話会を開催し、令和元年度実施したアンケート結果や前計画の評価

を踏まえて、令和３年度からを計画期間とする「第四次山口市障害福祉計画・第二次山口市

障害児福祉計画」を策定します。 

 

○新E  ＮＥＴ１１９緊急通報システムの導入 通信施設等維持管理業務【通信指令課】 59,926 千円の内数

 
音声による１１９番通報が困難な聴覚・言語機能障がい者がスマートフォン等を活用するこ

とにより、自宅や屋外からの緊急通報が可能となる「ＮＥＴ１１９緊急通報システム」を導入しま

す。 

□充E  ことばの教室幼児部及び通級指導教室の整備 【保育幼稚園課・教育施設管理課】 31,176 千円

 ことばや発達に遅れが見られる幼児を対象にしたことばの教室幼児部を、北部地域（白石

小）と南部地域（小郡南小）に設置しています。そのうち、南部地域については、指導環境の充

実を図るため、今後、小郡南小から小郡小へ移転することとします。 

令和２年度は小郡小部分の備品購入と通級指導教室も含めた教室改修を行います。 

 

□充E  子ども発達支援事業【障がい福祉課】 5,221 千円

 子どもの発達支援について、ライフステージに応じた切れ目のない支援体制を整備します。

子どもの発達に関する相談窓口の周知活動、アセスメントツール研修会、子ども発達相談会

などを行います。また、放課後児童クラブにおける環境整備等の助言を行うため、巡回支援専

門員の派遣を行うほか、地域の支援者を育成するため、保健師・保育士・幼稚園教諭等を対

象とした研修会を実施します。 

 

□充E  意思疎通支援事業【障がい福祉課】 25,057 千円

 意思疎通や情報の取得が困難な聴覚障がい者に対し、手話・要約筆記によるコミュニケー

ション手段を提供し、社会参加の促進を図ります。令和２年度は、新たに、意思疎通支援に関

わる人材育成のため、手話通訳士・手話通訳者・要約筆記者の資格を取得するために必要な

受講料やテキストなどの経費の一部を助成します（補助上限金額２万円）。 

 

□充E  理解促進・権利擁護推進事業【障がい福祉課】 5,432 千円

 障害者差別解消法の施行に伴う合理的配慮の取組として、民間事業者における合理的な

配慮の提供を支援することで、合理的配慮に対する意識の醸成を図ります。市民を対象とし

た公開講座や、市内事業者を対象とした筆談ボードや折りたたみ式スロープなどの物品購入

費用の一部を引き続き助成します（補助上限金額５万円）。 

 

 相談支援事業【障がい福祉課】 39,971 千円

 障がい者が地域で安心して生活を営むことができるよう、引き続き、障がい者基幹相談支

援センターや相談支援事業所等において、相談支援を行います。また、地域移行支援に向け

た協議の場づくりや現状把握等を行います。 

 

 障害福祉サービス給付事業【障がい福祉課】 3,014,424 千円

 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの提供を行います。 

介護給付サービスとして、居宅で入浴、排せつまたは食事の介護等を行う居宅介護サービ

スや、重度の肢体不自由者または重度の知的障がいもしくは精神障がいにより、行動上著し

い困難を有する常時介護が必要な方に、居宅での入浴、排せつ、食事の介護等及び外出時

の介護を総合的に行う重度訪問介護サービス、常時介護が必要な方に、障害者支援施設等

での入浴・排せつ・食事の介護・創作的活動等の機会の提供・身体機能や生活能力の向上に

必要な援助を行う生活介護サービス、施設に入所する方に、入浴・排せつ・食事の介護等を

行う施設入所支援サービスなどの各種サービスの提供を行います。 

訓練等給付サービスとして、就労を希望する方に、生産活動等を通じて、就労に必要な知

識や能力の向上に必要な訓練等を行う就労移行支援サービス、通常の事業所に雇用される

ことが困難な方に、就労の機会を提供し、生産活動等を通じて、知識や能力の向上に必要な

訓練等を行う就労継続支援サービス（Ａ型・Ｂ型）、共同生活を営むべき住居で、主として夜間

に相談やその他の日常生活上の援助を行う共同生活援助サービスなどの各種サービスの提

供を行います。 

地域相談支援サービスとして、障害者支援施設等に入所されている方や精神科へ入院さ

れている精神障がいの方に、地域での生活に移行できるよう支援を行う地域移行支援サービ

スや、居宅において単身等で生活されている障がい者の方に、障がいの特性に起因して生じ

た緊急事態等の相談などの支援を行う地域定着支援サービスなどの各種サービスの提供を

行います。 
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療養諸費 12,621,156

高額療養費 1,782,229

うち一般会計繰入金 1,463,653 国民健康保険事業費納付金 4,933,526

うち一般会計繰入金 729,363 

居宅介護サービス給付費 5,817,059

施設介護サービス給付費 5,219,854

うち一般会計繰入金 2,893,445

介護予防支援運営事業費 11,062

うち一般会計繰入金

後期高齢者医療 3,272,462 山口県後期高齢者医療広域連合納付金 3,173,122

介護サービス事業 11,069 

介護保険 18,397,160 

当初予算額

（単位：千円）

会　　計　　名 主な内容

国民健康保険 20,015,101 

 特定求職者雇用促進事業【ふるさと産業振興課】＜再掲＞ 2,500 千円

 自立相談支援事業【地域福祉課】 37,003 千円

 

 生活困窮者及び生活保護受給者の自立を促進するため、生活困窮者自立支援法に基づ

き、就労その他の自立に関する総合的な相談支援を行う「自立相談支援事業」、住居を失った

生活困窮者に対して、一定期間宿泊場所や衣食の提供等を行う「一時生活支援事業」、一般

就労に従事する準備としての基礎能力の形成を支援する「就労準備支援事業」、金銭管理の

指導・助言を行う「家計改善支援事業」を実施します。 

 

・高齢者が活躍できる環境づくり～人生１００年時代～  

事 業 名 等 事 業 費 

 予防接種事業【健康増進課】＜再掲＞ 634,496 千円

 保健活動業務 【健康増進課】 12,496 千円

 
市民の健康づくり活動の推進を図るため、元気いきいきポイント事業や活動量に着目した

健康づくり、普及啓発活動を行います。 

 高齢者活動助成事業【高齢福祉課】 17,627 千円

 明るい長寿社会の実現と保健福祉の向上を図るため、老人クラブ等が実施する高齢者の

生きがいや健康づくりを推進する活動に対して、助成を行います。 
 

 地域リハビリテーション活動支援事業【高齢福祉課】＜特別会計＞ 12,042 千円

 介護予防や地域の通いの場づくりのため、いきいき百歳体操の普及に取り組んでいます。

いきいき百歳体操の講師派遣、地域住民の通いの場の立ち上げ支援・継続支援などを行い

ます。 

 

 地域介護予防活動支援事業【高齢福祉課】＜特別会計＞ 6,819 千円

 地域で介護予防を実践する高齢者自主グループの活動支援を行います。 
 

□充E  交通安全啓発事業【生活安全課】 6,690 千円

 交通事故のない安全な交通環境をつくるため、関係機関等と連携し、交通安全啓発等を実

施します。令和２年度は、高齢者の事故防止対策として、アクセルとブレーキの踏み間違い防

止の啓発等を行います。 

 

 敬老福祉優待バス乗車証交付事業【高齢福祉課】 149,083 千円

 
７０歳以上の高齢者の社会参加の増進を図るため、敬老福祉優待バス乗車証を交付して

います。 

 地域ぐるみ子育て支援推進事業【社会教育課】＜再掲＞ 22,264 千円

 
地域ぐるみでの子育て、地域の生涯学習の推進に向け、豊かな経験や知識・技能を有する

地域の高齢者等が、学校教育や生涯学習の場で活躍する「やまぐち路傍塾」に取り組みま

す。 

 大学連携講座等開催事業【社会教育課】 2,635 千円

 
生涯にわたって主体的に学ぶことができる環境づくり、学んだことを地域や社会のために

生かす人材育成として、「やまぐち街なか大学」や大学等と連携した公開講座を開催します。 

 

            

 

  

参考：健康福祉分野に関する特別会計 
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重点プロジェクト７ 安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」      

 

・ 災害に強いまち 

事 業 名 等 事 業 費 

○新 E  早期の火災鎮圧に向けた大型水槽車の配備 常備消防自動車整備事業【警防課】 72,854 千円

 大規模災害や特殊災害に備

え、消防活動用重機による救助

体制を現在整えています。これ

に加えて、令和２年度は、新たに

大型水槽車を導入配備し、水利

が不足する地域や高速道路等

の火災に対し、火災の延焼抑制

と早期の火災鎮圧に向けた機

能強化を図ります。同時に、国（消防庁）の緊急消防援助隊車両としての登録を要望しま

す。 

 

 

 高規格救急自動車整備事業【救急救助課】 37,007 千円

 高度救命資機材を搭載した高規格救急自動車を中央消防署大内出張所へ更新配備しま

す。 

 

○新E  救急車と医療機関との連携強化に向けたＩＣＴ導入【救急救助課】＜再掲＞ 6,000 千円

 中央消防署の建替え整備・鴻南地区への出張所整備等【消防総務課】 － 

 消防本部については新本庁舎に集約することから、現在、消防本部と一体となっている中

央消防署の建替に向けた調査研究を開始します。また、令和元年１１月に関係市で確認し

た、本市・萩市・防府市の３市における通信指令業務の共同運用について、引き続き、関係

市等との協議を進めます。あわせて、鴻南地区における消防・救急体制の強化を図るため、

出張所の新設に向けた取組を進めている中で、引き続き、（仮称）鴻南出張所の適地の検討

や調整を進めます。 

 

□充E  地域防災拠点となる消防車庫、消防車両の整備 計 103,723 千円

 消防車庫整備事業【警防課】 （51,098 千円）

 

安定した消防力の維持、各種災害への迅速かつ的確な対処に向けて、消防車庫の建

替え、消防団車両等の更新配備を計画的に進めます。 

令和２年度は、総合支所の建替整備に伴う消防車庫の合築について、阿知須地域（阿

知須方面隊阿知須分団）は建設工事＜再掲＞、徳地地域（徳地第１方面隊出雲分団）は

造成工事、建設工事を進めます＜再掲＞。 

 

 非常備消防自動車整備事業【警防課】 （52,625 千円）

 
消防ポンプ自動車２台（仁保地域・小郡地域）、小型動力ポンプ付積載車１台（阿東地

域）を更新配備します。 

 

 「消防団大学」の運営 消防団管理運営業務・消防団員災害等活動事業【警防課】 計 1,412 千円

 地域防災の中核を担う消防団員の知識や技術向上を目的とした「消防団大学」を引き続

き開講します。若手団員・女性団員・学生団員などが、１年間にわたり消防防災に関する高

度な専門知識や技術を学ぶことができる本市独自の取組として実施します（定員４０名）。ま

た、山口県央連携都市圏域の各市町の要望に応じて、各消防団員の受入を行います。 

 

A 学生消防団員の定住促進 消防団管理運営業務など【警防課】＜再掲＞ 計 1,970 千円

大型水槽車イメージ
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 火災予防普及啓発事業【予防課】 3,379 千円

 火災予防の普及啓発を実施します。また、「消防ブートキャンプ」を引き続き開催し、小中

学生を対象に、セルフレスキューや消火訓練などの知識や技術を学ぶ機会を提供し、自助・

共助について学ぶ場とすると同時に、将来の地域防災を担うジュニアリーダーの育成に取り

組みます。 

 

 

□充E  デジタル防災行政無線等整備事業【防災危機管理課】 856,359 千円

 デジタル防災行政無線について、山口・小郡地域の整備による全市域での同報系無線の

第１次整備の完了、移動系無線の第２次整備の完了を経て、第３次整備を進めます。第３次

整備では、電波障害の原因となる不必要な電波を低減させるための基準である「新スプリア

ス規格」への対応、合併前に整備された防災行政無線の周波数統合、徳地・阿東地域にお

けるデジタル化などを行う予定です。 

令和２年度は、秋穂・阿知須・徳地・阿東地域の防災行政無線の整備工事を行います。 

あわせて、いち早く防災情報を伝える手段の一つとして、ＳＮＳアプリで最も利用率の高

いＬＩＮＥを活用した防災情報の配信サービスを令和２年度夏頃に開始します。 

 

 

□充E  救助業務推進事業【救急救助課】 7,596 千円

 発生が危惧される南海トラフ巨大地震をはじめ、大規模土砂災害における人命救助の迅

速化を目指すため、消防活動用重機の運用を開始するとともに、継続的に重機オペレータ

ーを養成します。また、集中豪雨や高潮等の水災に対応する水難救助体制の強化として、救

助活動に必要な装備品の配備や流水救助訓練などを実施します。 

 

 

□充E  水防活動事業【防災危機管理課など】 23,330 千円

 「逃げ遅れゼロ」の実現に向けた迅速かつ適切なタイミングでの避難情報の発令のため、

更なる情報収集体制の充実として、河川の監視体制を強化します。令和２年度は、雨量水

位局による観測や雨量予測、目視での巡視に加え、過去に氾濫実績がある箇所や河川の合

流部など、重点監視が必要となる地点に監視カメラを設置します。また、水防活動に要する

資材の備蓄などを行います。 

 

 

□充E  避難者対策推進事業【防災危機管理課】 4,012 千円

 避難所備蓄の購入・管理を行います。避難支援体制等の充実に向け、令和２年度は、災

害時の要配慮者対策として、避難行動要支援者の同意名簿を新たに作成します。あわせ

て、要配慮者を対象とした避難所の確保に向け、学校の体育館等の活用を想定した資材

（簡易ベッド、パーテンション等）を整備します。 

 

 

 海岸保全施設整備事業【水産港湾課】 528,886 千円

 漁港海岸保全施設の整備や老朽化対策を行います。 

秋穂漁港海岸（大海地区）井南入川から防府市台道との市境までの海岸線（約

1,640m）の高潮対策として、護岸及び離岸堤等の整備を計画的に進めます。また、阿知須

漁港海岸・相原漁港海岸の海岸保全施設長寿命化計画の策定を行います。 

 

 海岸堤防等老朽化対策緊急事業【水産港湾課】 27,000 千円

 港湾海岸保全施設の老朽化対策を行います。 

老朽化が進む青江堤防・水門等の機能保全を図るため、計画的な改修・補修を行いま

す。令和２年度は機械設備工事を実施します。 

 

□充E  住宅・建築物耐震化促進事業【開発指導課】 39,705 千円

 木造戸建て住宅の耐震診断・改修及び要緊急安全確認大規模建築物の耐震改修工事

に要する費用の一部を補助します。 
また、コンクリートブロック等で造られた危険性がある塀の除却に要する費用の一部を補

助します。 
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 道路や橋の適切な維持補修、計画的な長寿命化 計 612,839 千円

 道路維持補修事業【道路河川管理課など】 （420,997 千円）

 道路を適切に維持管理します。令和２年度は、阿東地域において、道路パトロール車

の更新、除雪車の更新、積雪深測定装置の整備、落石対策工事を実施します。 

 

 

 橋りょう長寿命化対策事業【道路河川管理課】 （86,866 千円）

 

市道橋等について、令和２年度に策定する第２次山口市橋梁長寿命化修繕計画のも

と、予防保全型の維持補修工事を行い、長寿命化を進めます。令和２年度は、正地橋

（阿東）維持補修工事、下恋路橋（宮野）測量設計等を実施します。 

 

 橋りょう維持補修事業【道路河川管理課】 （104,976 千円）

 
市道橋等の補修や維持管理、５年に１回の近接目視点検を継続実施します。 

□充E  総合浸水対策事業【下水道整備課】 491,246 千円

 「山口市総合浸水対策計画（平成２７年度～令和４年度:期間延長）」に基づく重点的な浸

水対策として、雨水貯留施設の整備、取水ゲートの電動化、公共施設における雨水浸透ま

すの設置、住宅における雨水貯留タンク等の設置費用への助成などの取組を進めます。 

 
＜主要な実施予定事業＞ 

 ・雨水貯留施設整備 

   赤妻２号雨水貯留施設（湯田）…工事 

    工事期間：令和元年度～令和３年度 

    総事業費：１０億円 

 ・転倒ゲート改修（２箇所） 

    吉敷赤田地内（吉敷）…工事 

田屋島地内（平川）…設計・工事 

 

□充 E  ため池施設災害予防事業【農林整備課など】 124,798 千円

 ため池の切開や切り下げにより、災害を未然に防止します。国で新設された補助制度を

活用し、不要なため池の切開や、規模縮小が必要なため池の切り下げ工事を進めます。令

和２年度は、猿田池（阿知須）、薬師（阿東）、木和田（阿東）、小名口（鋳銭司）、瀬越（徳

地）、大歳（平川）、庵河内（宮野）のため池切り下げ工事を行います。また、特定農業用ため

池について、浸水想定区域の周知を図るため、ため池ハザードマップを策定します。 

○新 E  市有ため池等維持管理事業【農林整備課】 2,000 千円

 平成３０年西日本豪雨被害を受け施行された「農業用ため池の管理及び保全に関する法

律」に基づき、市有ため池及び管理権を取得したため池について、草刈・修繕等の適正管理

を行います。 

 準用河川維持補修事業【道路河川管理課など】  84,521 千円

 準用河川や市管理の雨水調整池等の浚渫を行うなど、洪水等の被害を防ぎ、減らすた

め、機能の維持や確保を進めます。令和２年度は、花香北地区（秋穂）河川維持工事を実施

します。 

  

 河川改修の取組【道路河川建設課】 計 186,000 千円

 油川（宮野）、中川（名田島）、大塚川（平川）、仁保地川（宮野）などの河川改修を計画的

に進めます。 

 公共下水道浸水対策事業【下水道整備課】＜企業会計＞ 514,050 千円

 重点的に浸水対策を講じる地区において、雨水渠やポンプ施設などの整備を行います。

令和２年度は、大内問田地区浸水対策設計業務、小郡下郷地区長通り雨水幹線整備を実

施します。 
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・ 安心して暮らせる生活環境や住環境の向上 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  持続可能な公共交通の構築  ＜再掲＞ 計 469,927 千円

 幹線バス確保維持事業【交通政策課】  ＜再掲＞ (205,447 千円)

 コミュニティバス実証運行事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （62,340 千円）

□充E  コミュニティタクシー実証運行事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （10,000 千円）

 コミュニティタクシー運行促進事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （40,717 千円）

 グループタクシー利用促進事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （6,000 千円）

 地域通学バス運行事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （11,201 千円）

 徳地生活バス運行事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （40,093 千円）

 阿東生活バス運行事業【阿東総合支所地域振興課】  ＜再掲＞ （21,217 千円）

 交通結節点整備事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （34,141 千円）

○新E  交通系 IC カード整備事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （7,150 千円）

○新E  新たなモビリティサービス調査・実証事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （25,621 千円）

○新E  シェアサイクル実証事業【交通政策課】  ＜再掲＞ （6,000 千円）

□充E  交通安全啓発事業【生活安全課】＜再掲＞ 6,690 千円

 交通事故のない安全な交通環境をつくるため、関係機関等と連携し、交通安全啓発等を

実施します。令和２年度は、高齢者の事故防止対策として、アクセルとブレーキの踏み間違い

防止の啓発等を行います。 

 

○新E  海洋プラスチックごみ対策推進事業 （旧）環境保全活動推進事業【環境政策課】 1,249 千円

 国は令和元年５月に「海洋プラスチックごみ対策アクションプラン」を示す中で、本市におい

ても国の「プラスチック・スマート」キャンペーン、「海ごみゼロウィーク」に参画することとし、地

域や事業所等と連携した普及啓発、海岸河川清掃活動への参加促進、海岸河川等で回収し

たごみ処理支援などを行います。 

  

○新E  スマートエネルギー推進事業【環境政策課】＜再掲＞ 2,400 千円

□充E  新商品等共同開発支援事業【ふるさと産業振興課】＜再掲＞ 3,085 千円

□充E  資源物分別事業【資源循環推進課】 172,240 千円

 リサイクルとごみ減量化の推進のため、資源物等の分別収集と再資源化を行います。 

金属・小型家電製品の処理については、資源化処理委託を引き続き行うとともに、今後は、

良品質な資源物として再資源化を図ることを目的に、選別機能を強化し、資源物の適正処理

を行うための選別ストックヤード（一時保管所）を建設します。令和２年度は、造成工事と建築

設計を行い、令和３年度に完成する予定です。 

  

□充E  リサイクルプラザ管理運営事業【資源循環推進課】 108,139 千円

 リサイクルプラザの維持管理、リサイクルの中間処理、リサイクルに関する学習活動の推進

に取り組みます。また、資源化処理を行う機器等が老朽化しているため、令和２年度は缶選

別プラントのスチール缶プレス機及び中央監視装置の入替更新を行います。 
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□充E  公園リフレッシュ整備事業【都市整備課】 22,000 千円

  公園管理事業【都市整備課など】 153,769 千円

 開設済みの公園を、快適で、安全安心な空間として再整備・維持管理します。 

令和２年度は、河原谷公園（佐山）テニスコート改修工事、御堀公園（大内）遊具改修工事、

香山公園（大殿）園内整備工事などを行います。 

  

 空き家等適正管理事業【生活安全課】 26,001 千円

 「山口市空家等対策計画」に基づき、管理不全な空き家等への対応を計画的に進めます。

引き続き、所有者等への管理改善要請・情報提供・助言・指導・勧告等を行います。また、特

に危険な空き家について、所有者や相続権者等による自主的な解体・除去が促進されるよう

に、除去促進補助金による支援を実施します。また、崩落・崩壊に至る前段階からの早期の対

応を進めます。 

 

 合併処理浄化槽設置助成事業【下水道普及課】 59,888 千円

 水洗化を促進するため、個人が設置する合併処理浄化槽に対し、設置費用の一部を助成

します。令和２年度は、１５６基の補助を予定しています。  

 明るいまちづくり推進事業【生活安全課】 7,212 千円

 引き続き、自治会等が実施する防犯灯の設置及び維持管理にかかる経費の一部を補助し

ます。ＬＥＤ防犯灯の新設・取替（補助上限金額２万８，０００円、補助率２/３）、ＬＥＤ防犯灯の

修繕・更新（補助上限金額１万円、補助率１/２）、建柱が必要な場合は、補助上限金額を１万

８，０００円加算します。 
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重点プロジェクト８ 心かよう「市民サービス向上」            

 

・ 行政サービスの向上 

事 業 名 等 事 業 費 

□充E  スマート自治体の推進  計 199,963 千円

 

新本庁舎供用開始にあわせたスマート自治体の計画的で年次的な取組などを通じ

て、最少のコストで最大限のニーズに応えることができる「小さくて大きい、新しい公

共」を目指した公共サービスの最適化に取り組みます。 

令和２年度は、ＩＣＴ技術の活用や、標準的かつ効率的な業務プロセスを構築するな

どのスマート自治体の取組を進めます。 

 

 スマート自治体推進事業【情報管理課】 （51,961 千円）

 
RPA や AI-OCR を活用した業務の効率化に向けた取組、電子申請対象の拡

大に向けた棚卸業務、県内他市との業務共通化や RPA 活用に向けた共同研究、

行政情報のオープン化の推進、マイナンバーカードの普及促進に取り組みます。 

 電算システム開発事業【情報管理課】 （98,569 千円）

 
スマート自治体の基盤となる統括管理システムのクラウド化の推進として、保健

福祉総合システム等の更改（クラウド化）に着手します。また、法改正に対応するた

め、戸籍総合システム等の改修を行います。 

 電子納付推進事務【収納課】 （3,987 千円）

 

令和元年１０月から、納税者（法人）は、地方税共同機構に対し、インターネットを

介し、複数の地方団体へ一括電子納付することが可能となりました。地方税共同機

構と本市は収納情報をデータ連携します。 

また、キャッシュレス決済として、スマートフォンアプリ「PayB」、「LINE Pay」で

コンビニ払込票のバーコードを読み込み、アプリに登録した銀行口座等から支払

いを完結する収納サービスを令和元年１２月から開始しています。令和２年度は対

象アプリに「PayPay」「楽天 Pay」を追加します。 

 口座振替推進業務【収納課】 （8,035 千円の内数）

 
口座振替の推進につなげるため、スマートフォン等のインターネット端末から 

Ｗｅｂ経由での口座振替受付サービスを開始します。納税者はいつでも、どこでも

口座振替の申し込みが可能となり、口座設定までの期間も短縮されます。 

 電子入札推進業務【契約監理課】 （6,289 千円）

 

電子入札の導入により、応札者の利便性の向上、入札事務の効率化、透明性・

公平性の向上、不正防止を図ります。令和２年度は、電子入札サービスシステムの

導入契約及びシステム構築、事業者への説明会や職員研修会を実施します。令和

３年４月から工事について電子入札を、令和４年４月から建設コンサルタントについ

て電子入札を開始する予定です。 

 申請書作成支援システムの導入住民基本台帳事務【市民課】 （23,181 千円の内数）

 
申請者の手続きの省力化に向け、マイナンバーカードや運転免許証に記録され

ている住所・氏名・生年月日の情報をシステムで読み込むことで、申請書に自動印

刷するシステムを導入します。 

 
SNS アプリを活用した市政情報の発信  

放送・新聞等広報事業【広報広聴課】

（2,500 千円）

 
スマートフォンの保有率が６割を超える状況にあることから、新たな市政情報発

信手段として、SNS アプリを活用し、防災情報、イベント情報、ごみ分別情報等を

市民が自ら選択して受信できるシステムの構築を進め、順次、運用を開始します。 
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 市政情報コーナーのデジタル化の推進 情報公開窓口事務【広報広聴課】 （4,942 千円）

 市政情報コーナーのデジタル化の推進として、令和元年度に市政情報コーナー

ポータルサイトの開設、ポータルサイトへのアクセス性向上のための QR コードの

設置、２つの地域交流センターへのタブレット端末先行導入に続き、令和２年度は

各地域交流センター（分館を含む）にタブレット端末を整備します。 

 

 会議録作成支援システムの導入 議会運営事務【市議会事務局】 （5,181 千円）

 業務の効率化を図るため、会議録作成支援システムを導入します。 
 

 
新庁舎整備に伴う ICT 導入調査  

新本庁舎整備事業【本庁舎整備推進室】＜再掲＞
(174,652 千円の内数)

○新E  内部統制制度の検討 行政改革大綱推進事業【総務課】 723 千円

 平成２９年の地方自治法改正（令和２年４月１日施行）により、内部統制制度の導入

が都道府県及び指定都市に義務付けられています。その他の都市は努力義務とされ

ていますが、本市においても導入に向けた準備を進めていきます。令和２年度は、基

本方針の策定、内部統制体制の整備（取組体制の全庁的整備、関連する規程の策定

等）を行います。 

 

○新E  電算データ等の適正な廃棄方法の検討【総務課・情報管理課】 - 

 廃棄物等からの情報漏洩など、情報漏洩事故が多発する中で、本市においては、パ

ソコン・記憶媒体、機密文書の盗難や紛失による情報漏洩を未然に防ぐため、機密デ

ータの管理方法、廃棄方法に係る統一的なルールを再整備します。 

 

○新E  会計年度任用職員制度の運用開始【職員課など】  2,238,051 千円

 臨時・非常勤職員の適正な任用・勤務条件を確保するため、会計年度任用職員制

度の運用を開始します。地方公務員及び地方自治法の一部を改正する法律が令和２

年４月１日から施行されることに伴い、基本的に、これまでの特別職非常勤職員及び

臨時的任用職員は、会計年度任用職員となります。 

(一般会計と特別会計の合計)

○新E  障がい者雇用推進事業【職員課】  68,397 千円

 本市の障害者法定雇用率の早期達成を目指し、就労を希望される障がい者が個々

の能力や障がいの特性に応じて本市業務に従事できるよう、ワークステーションの運

営、各部局内での雇用、障がい者を対象とした採用試験などを引き続き行います。 

また、新たに障がい者の職業生活全般の相談・指導を行う体制として生活相談員を

配置するなど、職場環境の充実を図ります。 

 

□充E  新本庁舎整備事業【本庁舎整備推進室】 ＜再掲＞ 174,652 千円

□充E  阿知須総合支所や徳地総合支所等の拠点整備【協働推進課など】＜再掲＞ － 

□充E  地域交流センターの建替整備など【協働推進課】＜再掲＞ － 
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・その他 公共機能等の改修・長寿命化など ＜一部再掲あり＞ 

事 業 名 等 

 

地域交流センターの順次建替・機能強化など 

市営住宅（円座住宅の外壁工事・屋上防水工事、給湯設備整備、火災報知器更新等） 

仁保斎場（耐久度調査・火葬炉耐火物全面積替） 

嘉川斎場（内装改修工事・電気設備工事等） 

リサイクルプラザ（中央監視盤装置更新設計・工事等） 

清掃工場（空調機更新工事） 

中央消防署大内出張所（耐久度調査） 

おひさまクラブ（阿知須）（エアコン修繕工事） 

給食センター機器更新（小郡・秋穂・阿知須・徳地） 

山口情報芸術センター（維持補修工事） 

阿知須体育センター（用具倉庫床修繕等） 

篠目体育館（雨漏り修繕工事等） 

徳地文化ホール（総合支所等一体整備に伴う改修工事） 

道の駅長門峡（ステージ修繕工事） 

阿東ふるさと交流促進センター（倉庫屋根改修工事） 

河原谷公園（テニスコート改修）や各公園の長寿命化 

山口ふれあい館（空調ファンコイル更新） 

働く婦人の家（食生活実習室換気扇工事等）           など 
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第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置付け

【政策体系】

基本目標１
若い人たちをターゲットに、
山口に“しごと”をつくる

基本目標２
山口に新たな“ひと”の流れを
つくる

基本目標３
若い世代の結婚、出産、子育て
の希望に応える環境整備

基本目標４
都市、農山漁村が共生する、地域の
特性に応じた生活圏、都市圏の形成

基本目標１
誰もが安心して働くことのできる
「しごと」をつくる

基本目標２
山口の魅力に磨きをかけ、
新たな「ひと」の流れをつくる

基本目標３
結婚・出産・子育ての希望に応
える環境整備

基本目標４
地域の特性に応じた持続可能な
生活圏・都市圏の形成

基本目標５
便利で豊かな創造社会の構築
～Society5.0を見据えた対応～

第１期総合戦略 第２期総合戦略

人口減少対策、移住・定住
の促進、少子化対策など
地方創生の取組の推進

・ＩｏＴ・ＡＩ・５Ｇなどの革新的技術の活用
・人生１００年時代への対応

地方創生推進交付金や地方創生拠点整備
交付金など地方創生関連の交付金の申請
には、対象事業の総合戦略への位置付け
が要件

【地方創生関連交付金の状況】
Ｈ２８決算額 ７７，６４５千円
Ｈ２９決算額 １５６，９９２千円
Ｈ３０決算額 ７５，３５６千円
Ｒ１交付決定額 １１４，２６７千円
Ｒ２申請額 ２２９，９９４千円

参考：総合戦略策定による国の財政措置

○山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略
推進会議の開催
（令和元年１１月２９日）

産官学金労言士の多様な主体で組織する推
進会議において、第１期総合戦略の検証と
第２期総合戦略策定について、審議・検討

第二次山口市総合計画と第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の関係性

基本構想

Ⅱ 人口長期ビジョン

目標とする将来都市像
豊かな暮らし 交流と創造のまち

山口
～これが私のふるさとだ～

目指すまちの姿（５つ）

あらゆる世代が
健やかに暮らせるまち

学び 育み
暮らしを楽しむまち

安全安心で
快適に暮らせるまち

地域の魅力があふれる
産業と観光のまち

市民と共に創る
自立したまち

前期基本計画

施策別計画

５つの政策グループ

子育て・健康福祉

教育・文化・スポーツ

安全安心・環境・都市

産業・観光

協働・行政

施策
基本事業

実行計画

Ⅳ 総合戦略アクションプラン

基本事業・事務事業について
毎年度見直し

基本事業

事務事業

あ

目指すべき都市構造等

＝

＝

８つの重点プロジェクト

Ⅲ 第2期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略
５つの基本目標

１ 誰もが安心して働くことのできる「しごと」をつくる
２ 山口の魅力に磨きをかけ、新たな「ひと」の流れを

つくる
３ 結婚・出産・子育ての希望に応える環境整備
４ 地域の特性に応じた持続可能な生活圏・都市圏の形成
５ 便利で豊かな創造社会の構築

～Society5.0を見据えた対応～

＝

【参考１】第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要
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人口減少に歯止めをかける
～ひとを育む、新たなひとの流れをつくる～

・結婚,出産,子育ての希望に応える
・更なる交流人口の拡大
・誰もが生涯にわたり活躍できる
仕組みづくり

第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略の考え方

基本目標と主な取組目指すべき将来

【将来都市像】
豊かな暮らし 交流と創造のまち

山口
～これが私のふるさとだ～

オール山口の発展
の実現

１ 誰もが安心して働くことのできる「しごと」をつくる

２ 山口の魅力に磨きをかけ、新たな「ひと」の流れをつくる

３ 結婚・出産・子育ての希望に応える環境整備

４ 地域の特性に応じた持続可能な生活圏・都市圏の形成

○産業活力・地域雇用を創出する
「働く・起業なら山口」

○山口の個性を高め暮らしを楽しむ
「文化・観光・スポーツなら山口」

○将来を担う子どもたちを育む
「教育・子育てなら山口」

○魅力あふれる県都づくり
「広域県央中核都市づくり」

○協働による
「個性と安心の２１地域づくり」

○協働による
「個性と安心の２１地域づくり」
【再掲】

○生涯にわたって元気に暮らす
「健康長寿のまち」

○安全安心で快適な住環境
「安全安心のまち」

○心かよう「市民サービス向上」

農林水産業の経営基盤強化

企業誘致の推進（鋳銭司第二団地の整備） 起業・創業支援、事業承継支援

中小企業支援(経営改善支援・新事業創出支援・
販路開拓支援など)

人材確保支援(働き方改革の推進・女性・高
齢者の雇用促進)

農林水産業の新規就業者支援

文化芸術や歴史資源・文化財の活用

シティセールスの推進
スポーツツーリズムの推進(アーバンスポー
ツ・ｅスポーツ・アウトドアスポーツなど)

観光地域づくり・インバウンド観光誘客の推進

山口ゆめ回廊博覧会の開催

ＵＪＩターンの推進・定住支援

外部人材の活用

協働によるまちづくりの推進 地域の生活を支える拠点づくり

地域公共交通ネットワーク機能の構築

先進の教育環境づくり

保育園・放課後児童クラブの整備

こども医療費に係る経済負担の軽減

子育て家庭等に対する相談支援体制の充実

山口都市核・小郡都市核づくり

広域ネットワークの強化

協働によるまちづくりの推進

地域の生活を支える拠点づくり

地域公共交通ネットワーク機能の構築

健康づくりの推進

災害に強いまち・災害対応力の充実・強化

高齢福祉の充実(地域包括ケアシステムの充実・
認知症対策の推進)

都市空間の質向上の取組の推進

行政サービスの向上に向けた取組の推進

少子高齢化に対応したまちづくり
～人生１００年時代を見据える～

・あらゆる地域で住み続けられる
都市圏や生活圏の形成

・あらゆる世代が安全安心に暮ら
せる住環境の整備

・新しい時代の流れを力にする
仕組みづくり

地域経済の活性化
～稼ぐ力を高め、雇用を創出～

・地場産業の競争力強化
・「人づくり・生産性・働き方」の
改革の推進

・魅力あるしごとづくり

東京圏を始めとした大都市圏への
転出超過の抑制

まち

ひと

しごと

５

便
利
で
豊
か
な
創
造
社
会
の
構
築

〜
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.

0
を
見
据
え
た
対
応
〜

○
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る
人
づ
く
り

(
関
係
人
口
の
拡
大
・
外
部
人
材
の
活
用
・
人
材
の
育
成
な
ど
)

○
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る
仕
組
み
づ
く
り

・
未
来
技
術
の
活
用

(
未
来
技
術
の
活
用
促
進
・
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
に

向
け
た
検
討
)

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

(
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
た
総
合
戦
略
の
取
組
推
進
)

あらゆる世代が
健やかに暮らせるまち

学び 育み 暮らしを
楽しむまち

安全安心で
快適に暮らせるまち

１ 誰もが安心して働くことのできる「しごと」をつくる

２ 山口の魅力に磨きをかけ、新たな「ひと」の流れをつくる

３ 結婚・出産・子育ての希望に応える環境整備

４ 地域の特性に応じた持続可能な生活圏・都市圏の形成

総
合
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

人
口
・
交
流
人
口
・
ふ
る
さ
と
指
標

（１）産業活力・地域雇用を創出する「働く・起業なら山口」
・農林水産業の経営基盤強化と担い手育成
・サービス業・商工業の多様な雇用の場づくり
・多様な働き方の創出による人材確保

（１）山口の個性を高め暮らしを楽しむ「文化・観光・スポーツなら山口」
・文化の薫る「創造都市づくり」
・スポーツを楽しむまちづくり
・おいでませ山口・観光地域づくり
・シティセールス

（２）協働による「個性と安心の２１地域づくり」
・中山間・南部地域の活力アップ～農山村の振興～
・協働によるまちづくり
・安心の暮らしの機能構築～拠点づくりとネットワーク形成～

（１）将来を担う子どもたちを育む「教育・子育てなら山口」
・先進の教育環境づくり
・結婚から妊娠・出産・子育てへの切れ目のない支援

（１）魅力あふれる県都づくり「広域県央中核都市づくり」
・高次の都市機能の集積や提供
・広域ネットワークの強化

（２）協働による「個性と安心の２１地域づくり」【再掲】
・中山間・南部地域の活力アップ～農山村の振興～
・協働によるまちづくり
・安心の暮らしの機能構築～拠点づくりとネットワーク形成～

（３）生涯にわたって元気に暮らす「健康長寿のまち」
・健康都市づくりの推進
・安心して年齢を重ねられる高齢福祉の充実
・安心して自立した生活ができる障がい福祉の充実
・地域共生社会の実現に向けた取組

（４）安全安心で快適な住環境「安全安心のまち」
・災害に強いまち
・安心して暮らせる生活環境や住環境の向上

（５）心かよう「市民サービス向上」
・行政サービスの向上
・健全な財政運営の維持と行政改革

地域の魅力があふれる
産業と観光のまち

市民と共に創る 自立
したまち

Ⅰ 序論
Ⅱ 人口長期
ビジョン

必
要
な
調
査
・
分
析
項
目
・
第
１
期
総
合
戦
略
の
検
証

人
口
(
Ｋ
Ｇ
Ｉ
)

２
０
６
０
年
に
約
１
７
万
人
の
維
持

第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～６年度）の体系

５つの基本的な
施策の方向性（ＫＰＩ）

５つの基本目標（数値目標・ＫＰＩ）

Ⅳ 
アクション
プランＫＧＩ

Ⅲ 第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度）

５ 便利で豊かな創造社会の構築～Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０を見据えた対応～

（１）多様な人材の活躍を推進する人づくり
（２）新しい時代の流れを力にする仕組みづくり

・未来技術の活用
・ＳＤＧｓの推進
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３ 平成２７年度のまちづくりの概要                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育園・放課後児童クラブの整備を進めます。 

待機児童解消に向け、放課後児童クラブ整備を進

め、新たに６５名程度の定員拡大を図り、待機児童の解

消を図ります。あわせて、保育人材確保に向けた取組

を進めます。 

（１）誰もが安心して働くことのできる「しごと」をつくる 

（２）山口の魅力に磨きをかけ、新たな「ひと」の流れをつくる   

【参考２】第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略における取組（抜粋） 

令和３年度に、山口県央連携都市圏域の７市町にお

いて、「山口ゆめ回廊博覧会」を開催します。 

令和２年度は、開催に向けた諸準備を進めると同時

に、プレ事業として、YCAM 特別展示、 

雪舟生誕６００年記念事業などを 

実施します。 

（３）結婚・出産・子育ての希望に応える環境整備 

ふるさとにぎわい計画の推進  →P1８～P1９     

山口ゆめ回廊博覧会         →P4１    スポーツを楽しむまちづくり  →P3９         

外部人材の活用  →P2５                   

子どもの医療費に係る経済負担を軽減  →P3１   

外国語教育の充実  →P2６                 

待機児童ゼロに向けた取組  →P2９～P３０     

農林水産業の経営基盤強化  →P32～Ｐ３４   

企業誘致で雇用を創出  →P3６         

子育て世帯に対する経済的な支援として、小学６年生

までの医療費（保険診療の自己負担分）の無料化を段階

的に実施してきました。令和２年１０月からは、全ての中学

生の入院に係る医療費について、保険診療の自己負担

分を無料化します。

東京オリンピック・パラリンピック競技大会に係る取組

として、水泳スペイン代表チームの事前キャンプ受け入

れ、聖火リレー・セレブレーション、パブリック・ビューイン

グなどを実施します。また、スペインのホストタウンとし

て、交流事業などを実施します。 

 各総合支所において、地域資源を活用し、地域経済

の活性化を図る「ふるさとにぎわい計画」に基づいた

取組を進めます。 

鋳銭司地域における新たな産業団地「鋳銭司第二団

地」について、令和４年度分譲開始を目指し、整備を進め

ます。また、各種奨励金制度を活用して、本市への企業誘

致・集積を積極的に推進し、雇用の拡大を図ります。 

農業経営基盤の強化に向けて、ほ場整備の促進、６次

産業化支援、新規就農者支援、あとう和牛の地域内一貫

体制の確立等に取り組みます。さらに、新たな森林経営

管理制度に基づく取組、特用林産物の担い手育成など

を進めます。また、漁業従事者の 

確保に向け、研修に係る経費の 

一部や住宅手当助成などの支援を 

行います。    

「地域おこし協力隊」の２０名受け入れを目指すとと

もに、新たに、「地域おこし企業人」を受け入れます。 

また、中山間地域において、 

民間企業向け地域課題解決型の 

研修プログラムの実証を行います。 

令和２年度から実施される新学習指導要領に基づく英

語の授業に対応するため、外国語指導助手（ALT）の配

置、教員指導力の向上研修に取り組みます。 

白石地域の放課後児童クラブ 

リアル宝探しゲーム 

地域通訳案内士 → 

育成研修の様子 

地域おこし協力隊の活動の様子 → 

（レザークラフトワークショップ） 

小学校教員のための ALT による夏季研修▶

人材確保支援・事業承継支援  →P3７     

 山口県央連携都市圏域の企業紹介や職場体験などの

ブースを設置した総合的な職業理解フェアを開催します。

また、 中小企業の後継者 

不足に対応するため、事業承 

継支援に取り組みます。 

人材確保企業支援セミナー 

市内の消費喚起を促進  →P3５～Ｐ３６      

 住宅リフォーム費用の一部を商品券により助成します。

また、ふるさと納税を通じた地場産品の振興を図り 

ます。令和２年度は、山口県央連携都市圏域の関係市町

と連携し、圏域版のお礼の品の 

造成、広域 PR に取り組みます。 
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（４）地域の特性に応じた持続可能な生活圏・都市圏の形成   

（５）便利で豊かな創造社会の構築～Society5.0 を見据えた対応～   

 

先進の教育環境づくり  →P2６、P3８          

次世代交通を見据えた取組                  

広域県央中核都市づくり  →P6～P1７        

災害に強いまち  →P５０～P５２              

個性と安心の２１地域づくり  →P1８～P2５     

スマート自治体の推進  →P55～P56          

健康長寿のまちづくり  →P4６～P4９           

人づくり・生産性・働き方の改革 →P3６～P37  

IT 関連講座、デザイン思考活用促進ワークショップ

の開催等により、産業人材の育成を図ります。 

また、先端技術を活用した新商品や新サービス開

発を支援します。 

さらに、若者・女性・高齢者・障がい者など働く全て

の人が、働きやすい職場環境づくりを支援します。 

国のGIGAスクール構想に基づき、児童生徒１人に

１台の学習用端末を計画的に整備します。また、中学

校にもデジタル教科書を導入し、ICT 機器を活用した

教育の充実を図ります。 

また、ＹＣＡＭにおいて、 

教育プログラムの提案、 

学校現場の活用を見据えた 

実践研究、校外学習の受け 

入れなどを行います。 

令和４年度の供用開始に向けて、老朽化が進んでい

る阿知須総合支所と徳地総合支所の建替整備を進めま

す。地域交流センター等との一体的な整備により、地域

住民の利便性の向上を図ります。 

また、地域づくり活動を応援する地域づくり交付金の

交付、地域公共交通の確保としてのコミュニティタクシ

ーや生活バスの運行に取り組みます。 

災害対応力の向上に向け、本市最大規模の赤妻２号

雨水貯留施設の整備、デジタル防災行政無線整備、大

型水槽車の配備、河川監視カメラの設置、避難場所とな

る屋内運動場の防災機能向上などを進めます。 

地域医療の充実に向け、山口赤十字病院・済生会山

口総合病院の建替整備支援、徳地地域の医療体制の

確保の取組を進めます。また、障害福祉の充実に向け、

スマホで緊急通報ができる「NET１１９緊急通報システ

ム」の導入、意思疎通支援者の人材育成を進めます。 

スマート自治体の推進に向け、電子納付、電子入札に

係るシステム導入、電子申請の推進等を進めます。 

また、行政業務の自動処理（RPA）や行政情報のデジ

タル化、スマートフォンの SNS アプリを活用した市政情

報の発信などを進めます。 

AI、IoT を活用する新たなモビリティサービスの調査・

実証を県と連携して取り組みます。また、シェアサイクル

の実証、バス事業者へ交通系 IC 

カード利用システムの導入経費の 

支援を行います。 

■山口都市核づくり  
山口県ナンバーワンの広域観光・文化創造都市づく

りとして、新本庁舎整備、中心市街地の活性化、大内

文化ゾーンの歴史空間の再生、湯田温泉おもてなしの

街づくり、情報文化都市づくりを進めます。  

■小郡都市核づくり  
山口県ナンバーワンのビジネス拠点づくりとして、産

業交流拠点施設整備及び開館準備、新山口駅ターミ

ナルパーク整備等を進めます。 

医療機関との連携強化  →P4６             

救急車と医療機関にそれぞれタブレット端末を配置し、

救急搬送する傷病者の容態等の情報を医療機関と迅速

に共有できるシステムの構築に取り組みます。 

二島地域交流センター 

新山口駅（敷地東側）から見た山口市産業交流拠点施設 

（上図の内容で決定したものではなく、今後の基本設計の中で配置等を詳細に決定します） 

新本庁舎整備 事業者提案イメージ 

徳地総合支所 整備イメージ 

電子黒板の活用 

令和元年１０月供用開始 

シェアサイクル 設置イメージ 

Ｐ１０、P1７  
→P22～P23、Ｐ５３   
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【参考３】「山口県央連携都市圏域ビジョン」に関連する事業費一覧

事業費
（千円）

事業概要

1 中核都市づくり推進事業 544 山口県央連携中枢都市圏域推進協議会の開催

2 都市連携推進事業 7,640 山口県央連携中枢都市圏域ビジョン懇談会の開催、連携事業の推進

8,184

事業費
（千円）

事業概要

1 産業交流拠点施設整備事業 7,457,706 多目的ホール、産業支援機能等を備えた公共施設と民間施設の一体的な整備

2 産業交流スペース運営準備事業 12,590 山口市産業交流拠点施設における産業交流機能の開設に向けた準備

3 地域中核企業成長促進事業 1,488 圏域内企業の課題解決や新事業創業に向けたニーズ調査、モデル事業の実施

4 起業創業支援事業 17,128 中小企業者成長拡大セミナーの開催

5 ふるさと産品営業推進事業 264,002
ふるさと納税返礼品の圏域版商品の造成、山口県央連携特産品販売イベント・商談会等を通じ
た圏域の特産品等のＰＲ事業の実施、レノファ山口ホームゲームスタンプラリーイベントの実
施

6 新商品等共同開発支援事業 3,085
本市と連携市町の企業をマッチングさせる連携促進セミナーの開催、共同開発支援補助金によ
る支援

7 事業承継支援事業 10,000
圏域内の中小企業の円滑な事業承継に向けたセミナーや無料相談会等の実施、士業等専門家派
遣の支援

8 就職支援事業 21,868
圏域内の中小企業者を中心とした企業紹介・職業体験ブースを設置した集合型企業イベントの
開催

9 人材確保企業重点支援事業 10,200
多様な働き方（短時間勤務等）を可能とする啓発セミナー、業務の棚卸等のアドバイザー派
遣、外国人労働者の受入に関するセミナーの開催、人材確保に取り組む中小企業者や中小企業
団体に対し人材確保応援補助金による支援

10 働き方改革推進事業 2,412 子育て女性等を対象とした働くきっかけづくりにつながる座談会形式のセミナーの開催

11 経営戦略デザイン事業 3,500
経営にデザイン思考を取り入れるデザイン経営を学ぶ人材育成セミナー・ワークショップの開
催

12 企業誘致推進事業 8,512
山口テクノパーク、山口テクノ第２団地、宇部テクノパークの３団地に立地する企業が連携
し、公共交通対策などの課題の解決や新たな価値を創出することを目的とした山口・宇部テク
ノパーク連絡協議会の開催

7,812,491

事業費
（千円）

事業概要

1 もうかる農業創生事業 11,974 圏域内の農産物等PRパンフレットの作成、農林水産物直売イベントの実施

11,974

事業費
（千円）

事業概要

1 山口ゆめ回廊博覧会準備事業 102,488 山口ゆめ回廊博覧会の開催に向けた官民一体の実行委員会による事業の推進

2 山口ゆめ回廊博覧会重点イベント実施事業 113,300 山口ゆめ回廊博覧会の開催に向けたプレ事業の実施、プロモーション活動の実施

3 山口ゆめ回廊博覧会観光推進事業 48,515
山口ゆめ回廊博覧会の開催に向けたプレ事業の実施、おもてなし受入体制の環境づくり、プロ
モーション活動の実施

4 都市間ツーリズム促進事業 13,483
ジオパークや萩往還をはじめとした相互交流事業や連携事業の実施、広域周遊モデルツアー等
の造成

5 インバウンド観光誘客推進事業 31,790
インバウンド誘客プロモーション活動の実施、QRコード等を活用した多言語対応の観光案内
情報の発信、ツアー造成及びバス助成など

6 観光ボランティアガイド活動支援事業 560 観光ボランティアガイドの活動支援

7 湯田温泉魅力創造事業 4,500
県内最大の宿泊拠点としての湯田温泉の魅力向上に係る取組の支援、まちあるきを促進する取
組の実施

8 観光地ビジネス創出事業 9,000
山口ゆめ回廊博覧会の開催に向けた湯田温泉観光回遊拠点施設「狐の足あと」や新山口駅観光
交流センターで集客力のある企画事業の実施、地旅の受入体制整備、ユニークベニューの調査
研究など

9 観光維新ブランド創出事業 22,300
本市固有の観光ブランドを向上させる取組として、サイクリングやプロスポーツを活用したレ
ノファ山口ＦＣとの連携などスポーツを通じた取組や、クリスマス関連事業・大内文化ゾーン
周遊促進事業の実施など

10 やまぐち瀬戸内魅力創出事業 4,750 ツール・ド・ヤマグチ湾の実施などニューツーリズムの推進

350,686

事業費
（千円）

事業概要

1 県央連携都市圏域情報発信事業 10,000
交流人口の創出に向け、地域情報紙やテレビ、ラジオを活用した圏域内のイベント情報発信、
新山口駅南北自由通路のデジタルサイネージを活用した情報発信

2 市報やまぐち発行業務 36,923 各市町広報紙を活用した情報発信

46,923

8,230,258

小計

ウ　地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

事業名

小計

事業名

圏域全体の経済成長のけん引　合計（ア～オ）

エ　戦略的な観光施策の展開

事業名

小計

小計

オ　その他

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の
け
ん
引

ア　経済戦略の策定及び推進

事業名

小計

イ　戦略産業の育成

事業名
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事業費
（千円）

事業概要

1 二次病院群輪番制病院運営支援事業 42,596 二次救急医療体制の確保に向けた運営費の支援

2 在宅当番医制事業 29,361 休日及び夜間における救急患者の医療を確保するため診療業務を委託

3 休日・夜間急病診療所運営業務 96,830 夜間の地域医療を確保するため、山口市休日・夜間急病診療所の運営を委託

4 地域救急医療運営費補助事業 78,638
二次救急病院の機能維持を図るための経費に対する補助、地域医療に携わる看護師の養成等に
対する支援

247,425

事業費
（千円）

事業概要

1 新山口駅ターミナルパーク整備事業 338,000 圏域内の広域交通拠点となる新山口駅ターミナルパークの整備

2 新山口駅ターミナルパーク管理事業 49,641 新山口駅における駅前広場、南北自由通路等の管理

387,641

事業費
（千円）

事業概要

1 山口情報芸術センター企画運営事業 241,147

2 子ども芸術体感事業 6,330

247,477

882,543

①生活機能の強化に係る政策分野（地域医療・福祉、教育・文化、災害対策等）
事業費

（千円）
事業概要

1 産科医等確保支援事業 7,666 産科医確保に向けて、市内の病院、診療所及び助産所に対する分娩手当を支援

2 病児保育事業 79,193 市内３箇所で病児保育を実施、また県内どこの病児保育所でも病児保育利用が可能

3 敬老福祉優待バス乗車証交付事業 149,083

4 障がい福祉優待バス乗車証交付事業 33,902

5 図書館管理運営業務 171,757 圏域内の図書館の相互利用に向けた検討や連携事業の実施

6 消防団管理運営業務 9,083

7 消防団員災害等活動事業 48,142

8 救助業務推進事業 7,596 広域的な土砂災害に対応するため、消防活動用重機による救助訓練を実施

506,422

②結びつきやネットワーク強化に係る政策分野（地域内外の住民との交流・移住促進）
事業費

（千円）
事業概要

1 交通政策推進事業 11,467 ノーマイカーデーにおける連携の実施

2 交通系ＩＣカード整備事業 7,150 交通系ＩＣカード利用システムの導入促進

3 やまぐち定住実現プロモーション事業 5,000 山口県央連携都市圏移住イベントの実施や、圏域の情報を集約した移住情報誌の作成

4 空き家利活用事業 8,275 圏域への移住定住を考えている方に対し、仕事や住居等を探すための長期滞在を支援

5 ＵＪＩターン就労支援事業 2,355 学生を対象とした企業訪問・魅力体験バスツアーの実施

34,247

③圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野（共同事業の実施・検討、人材交流等の推進等）
事業費

（千円）
事業概要

1 ＷＡＮ関連事業 146,929 情報系システムクラウドの共同利用

2 スマート自治体推進事業 51,961 ＲＰＡ等を活用した事務の効率化・改善の共同研究

3 通信施設等維持管理業務 59,926 消防通信指令業務の共同運用の推進

4 職員研修事業 12,343 圏域職員合同政策形成研修の実施

5 救急車医師同乗システム推進事業 3,450 ドクターカーによる救急救命士研修・人事交流研修を実施

274,609

815,278

※事業費は全体事業費を掲載しています。

小計

小計

ウ　高等教育・研究開発の環境整備

圏域全体の生活関連機能サービスの向上　合計（①～③）

小計

事業名

小計

小計

圏
域
全
体
の
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

事業名

イ　高度な中心拠点の整備・広域的な交通網の強化

事業名

高
次
の
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化

ア　高次な医療サービスの提供体制構築の支援

事業名

事業名

小計

高次の都市機能の集積・強化　合計（ア～ウ）

事業名

消防団大学を開講し、圏域内の若手消防団員を育成

山口市内発着路線において、福祉優待バス乗車証の対象範囲を市内から圏域内まで拡大

ＹＣＡＭにおける教育普及活動の実施、メディア・テクノロジーを活用した地域課題の解決

項　　目 令和2年度予算

圏域全体の経済成長のけん引 8,230,258

高次の都市機能の集積・強化 882,543

圏域全体の生活関連機能サービスの向上 815,278

総　　計 9,928,079
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４ 新年度の市民のくらし 

市民満足度や市民生活の質的向上に向けて、各分野において、国や県の施策と連携し、住民ニーズ

にきめ細かく対応していきます。 

 

◆子育て支援、教育環境の整備 

安心して子どもを産み、育てやすい環境を整えます。 

中学生の医療費（入院）を無料化【保険年金課】 

 これまでの乳幼児や小学生を対象とした医療費助成制度に加えて、新たに、令和２年（20２０年）１０月から、父

母の所得に関係なく、全ての中学生の医療費（入院に係る保険診療の自己負担分）を、無料化します。 

 なお、父母の市民税所得割が非課税の中学生については、引き続き、入院に限らず、医療費（保険診療の自己負

担分）を無料とします。 

保育園の待機児童解消へ。保育施設の定員を２４８名拡大【保育幼稚園課】 

待機児童解消に向け、保育施設の整備を進めています。 

令和２年度は、「夢の星保育園大内園」（大内、定員３０名増：６０名→９０名）、「夢の星保育園穂積園」（大歳、定

員２０名増：７０名→９０名）、「はあと保育園新山口」（小郡、定員３０名増：１２０名→１５０名）、「あさひ小郡保育園」

（小郡、新設：定員９０名）、「山口中央幼稚園」（白石、定員７８名：認定こども園移行）の整備により、令和元年度と

比較して、定員を２４８名拡大し、待機児童は解消する見込みです。 

放課後児童クラブの定員を２４０名拡大【こども未来課】 

待機児童解消に向け、放課後児童クラブの整備を進めています。 

令和２年度は、湯田小学校区「やまびこ第３学級」（定員５０名増）の新設、良城小学校区「もみじ第３学級」（定員

６０名増）の新設、上郷小学校区「ひまわり第３学級」（定員６０名増）の新設、小郡南小学校区「しらさぎ第３学級」

（定員６０名増）の新設、仁保小学校区「くすのき学級」（定員１０名増：２０名→３０名）の増築により、定員を２４０名

拡大します。 

なお、令和２年度は、二島小学校区「たんぽぽ学級」、嘉川小学校区「おおぞら学級」、佐山小学校区の学級（名称

未定）の施設整備を進め、引き続き定員の拡大に取り組みます。 

遠距離バス通学のバス代を半額補助 【教育総務課】 

通学距離が概ね３㎞以上ある児童について、バスを利用して通学する場合、バス代の半額補助を新たに実施しま

す。なお、現在の学校統廃合等に伴う遠距離バス通学児童への補助制度も継続します。 

◆健康長寿の推進 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活ができるような支援体制の充実等を図ります。 

国民健康保険の特定健康診査（４０～７４歳）の全ての受診者の自己負担を無償化 【保険年金課】 

国民健康保険の特定健康診査の自己負担額を、全ての受診者で無償化します。特定健康診査とは、生活習慣病

の予防のために、４０歳から７４歳までの方を対象に、メタボリックシンドロームに着目して実施する健診です。 

低所得高齢者の介護保険料の軽減拡大【介護保険課】 

消費税率１０％への引き上げの対応として、市民税非課税世帯を対象に、介護保険料の軽減強化を図ります。 

◆市内消費の喚起 

市内における域内消費を喚起します。 

安心快適住まいる助成事業の実施【ふるさと産業振興課】 

本市独自の取組として、市内の業者が施工する住宅リフォーム工事の一部に対し、市内共通商品券により工事

金額の１０％（助成金上限２０万円）を助成します。さらに、子育て世帯（同居の１８歳以下の子を養育する世帯）は

工事金額の１５％（助成金上限３０万円）を助成します。令和２年度の募集開始は６月１日からです。 
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◆生活環境の向上 

市民の生活環境の維持向上を図る環境づくりを進めます。 

バスで、交通系ＩＣカードが順次使えるようになります【交通政策課】 

バス事業者において、年次的に、交通系ＩＣカード利用システムの導入が始まります。令和２年度は、中国ジェイ

アールバス株式会社における導入が予定されています。 

高齢運転者の安全運転サポート車の購入費等が補助されます 【生活安全課】 

６５歳以上の高齢運転者が、衝突被害軽減ブレーキやペダル踏み間違い急発進等抑制装置が搭載された安全

運転サポート車の購入などをする際、新車購入で最大１０万円、後付け装置導入で最大４万円の補助を行なう「サ

ポカー補助金」制度が、国において、実施されます。本市も、警察、関係団体等と連携して、制度のＰＲを実施しま

す。  

経済産業省ＨＰ    

湯田温泉スマートインターチェンジ開通 新年度からの通勤・通学・旅行などが更に便利に！【道路河川建設課】 

令和２年３月、湯田温泉スマートインターチェンジが開通します。県内各地へのアクセスが向上することにより、

新年度からの通勤・通学、旅行が更に便利になります。利用時間は２４時間で、広島や九州の全方向への利用が可

能です。対象車種は、ＥＴＣ車載器を搭載した全車種が通行可能（大型バスも可）です。 
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住居表示の実施（新山口駅周辺エリア） 【生活安全課】 

よりわかりやすく住所を表示するため、住居表示整備事業を行っています。令和２年度は、小郡下郷の一部区域

（新山口駅周辺エリア）について実施予定です。                                            

防災ガイドブックを配布【防災危機管理課】 

 国と県の新たな洪水浸水想定区域の公表を受けて改定したハザードマップや分かりやすい防災情報等を掲載し

た新たな「山口市防災ガイドブック」を、広く市民に配布します。 

集中豪雨などによる浸水被害の軽減【下水道整備課】 

集中豪雨などによる浸水被害の軽減を図ることを目的に、住宅への雨水貯留タンクや雨水浸透ますなどの設置

費用を助成します。 

NET119 緊急通報システムの導入 ～聴覚・言語機能障がい者の通報が円滑に～ 【通信指令課】 

NET119 緊急通報システムは、音声による１１９番通報が困難な聴覚・言語機能障がい者が、スマホなどから通報

用 Web サイトにアクセスして、「救急」「火事」の別と、通報者の位置情報を入力すれば、即座に消防本部に通報が繋

がり、その後にテキストチャットで詳細を確認する仕組みです。令和２年６月の運用開始を予定しています。 

 

◆市民サービスの向上（スマートサービスの充実） 

定型的な手続きについて、市役所に、行かなくてもいい、書かなくてもいい、待たなくていい、を目

指して、スマートサービスを構築していきます。 

ＬＩＮＥで市政情報が届きます 【広報広聴課】 

ＳＮＳアプリで最も利用率の高いＬＩＮＥで、防災情報・イベント情報・ごみ分別情報・市報（予定）などの市政情報を

受け取ることができるようになります。また、分野や地域など、希望する配信カテゴリを選択することで、欲しい市

政情報だけが届きます。令和２年度は、防災等のサービス開始を予定しており、順次、配信カテゴリを充実する予定

です。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

写真：LINE による情報配信イメージ（出典：福岡市ＨＰ） 

 

 

市政情報コーナーをデジタル化します（いつでも、どこでも、最新の市政情報）【広報広聴課】 

現在、冊子などで、各総合支所や地域交流センターの市政情報コーナーに配架している計画などの市政情報をデ

ジタル化します。２４時間、自宅等どこからでも、最新の市政情報を見ることができます。また、地域交流センターの

窓口に、タブレット端末を設置しますので、パソコンやスマホをお持ちでない方でも、これまでの市政情報コーナー

と同様の市政情報の閲覧が可能です。 
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職員採用試験の申し込みはスマホで 【職員課】 

令和２年度実施（令和３年度採用）の職員採用試験の申込や写真添付が、全てスマホで出来るようになります。 

受験生の受験申込書の請求や提出、写真撮影等がスマホで完了します。また、試験当日の受付待ち時間も短縮され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「口座振替の申し込み」は、スマホで 【収納課など】 

これまで、市役所と銀行に出向いて手続していた口座振替の申込みが、スマホやパソコンで可能となる「Web

口座振替受付サービス」を、令和２年４月から開始します。また、手続完了までの期間が短縮されます。 

【対象金融機関】 

山口銀行、西京銀行、萩山口信用金庫、西中国信用金庫、もみじ銀行、北九州銀行、ゆうちょ銀行 

【対象税目（料）】 

   ・市県民税（普通徴収のみ） 

   ・固定資産税（都市計画税を含む） 

   ・軽自動車税 

・水道料金（下水道使用料を含む） 

                                                                          

スマホ決済で、２４時間３６５日「いつでも」「どこでも」簡単に納付 【収納課】 

スマートフォン決済を利用した市税等の納付については、令和元年１２月から開始した「LINE Pay」と「PayB」

での納付に加え、令和２年４月から、「ＰａｙＰａｙ」「楽天Ｐａｙ」での納付が可能になります。 

【対象税目（料）】 

   ・市県民税（普通徴収のみ） 

   ・固定資産税（都市計画税を含む） 

   ・軽自動車税 

   ・国民健康保険料（普通徴収のみ） 

・後期高齢者医療保険料（普通徴収のみ） 

   ・介護保険料（普通徴収のみ） 

                                                                         

 

 

行列ができる当日受付も、ＱＲコードをピッ。待たせません。

                    ※画面はイメージです。 

スマホで入力、写真もアップ 
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